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　24．Les　Fourberies　de　Scapin②，④．
　L’Estourdy以来久ぶりにValet（Scapin）が作品の全面にわたつて
tromperieの担い手として従横に活躍する。そしてこの作品もMonsieur
de　Pourdeaugnacと同じく全体がtrompeギieそのものだと言つてもよい
作品である。もう一人の下男Silvestreも特に刺客に変装してScapinに
協力する顯（AII，　svl）で大活蹴する。　Scapi鱒oo㎜edia　dell’arte
における1e「Zanniに当たり，　Silvestreは2eZanniに当熊る　（ちなみに
二人の父親は1e「Pantalonと2ePantalonに相当する）。⑳
　彼らのそれぞれの若主人LeandreとOctaveぽ，父親たちの商用旅行の
留守中にそれぞれ親には打ち明けられない恋に陥り，父親の帰国を前に悩
んでいる。特にOctaveは父親のArganteが息子をGeronteの娘，　Geronte
が後妻との間にもうけてTarenteにおいていた娘で，　Leandreの腹違い
の妹に当たる女性と結婚させる計画をもって帰国するのでその悩みはいっ
そう深刻である。
　Octaveは落醜した境遇のなかで老女中といっしよに瀕死の母親を看病
しながら途方に暮れているHiacinteを恋するようになる。　Leandreの方
はジプシー娘のZerbinetteに夢中になる。
　結局二組の恋人たちにとって必要なものは金の工面である。Scapinは
ArganteとGeronteをたくみだまして金をまき上げる。これがScapinの
行なう主たるtromperieであるが，作品全体を通じて彼の行なうtromperie
は，有名な「sacの場面」となって現われる主人のGeronteに対する復讐
の場合を含めて，全部で5回を数える。
　Scapinはfourberieの腕前にっいてSilvestreやOctaveを前にっぎの
ように自慢してみせる。
　．』yapeu　de　choses　qui　me　soient　impossibles，　quand　je　m’en
⑳G．Attinger：opt，　cit．
　L．Moland：Moliさre　et　la　Com6die　italienne，1867，
ユ61
2　veux　mesler・J’ay　sans　doute　regeu　du　Ciel　un　96nie　assez　beau
　pour　toutes　les　fabriques　de　ces　gentiUesses　d’Esprit，　de　ces　galan－
　teries　ing6nieuses査qui　le　vulgaire　ignorant　donne　le　nom　de　Four－
　beries；　et　je　puis　dire　sans　vanit6，　qu’on　n’a　gueres　veu　d’
　Ho皿me　qu玉f血t　plus　habile　Ouvrier　de　ressorts　et　d’intrigues；qui
　ait　acquis　plus　de　gloire　que　moy　dans　ce　noble　Mestier：（AI，　sll）．
　Scapinは，ジプシー娘との恋を父親に告げ口されたと思い込んだLean－
dreから裏切りをせめられた際，これまで積重ねたペテソがぱれたものと
考えてつぎつぎとこれまでの悪事の数々を告白してしまう。①スペイソ
産の上等のブドウ酒を樽から盗んで飲んだこと，②若主人の時計を着服
したこと，③お化けLoup－Garouに紛してLeandreをおどしたこと，等
々o
　この劇も老人対青春の対立をはっきりと示しているが，Scapinのtrom－
perieの主たる目的は老人に対して青春を勝利させることであった。そし
てZerbinetteがお金だけでなく，結婚という保障をLeandreからもらい
たいと言ったときに，Scapinはっぎのように答えるが，そこには彼なりの
モラルが無意識のうちに示されている。
　Il　ne　pr6tend　a　vous　qu’en　tout　bien　et　en　tout　honneur；　etブθ
　m’aurois　Pas　6S彦6　Homme　a　me　mesler　de　cette　affaire，　S’il　avoit　une
　atttr6ρθ％∫4θ．　（AIII，　SI）。
　最初にOctaveとHiacinteの二人から助力を懇請されたScapinは，息
子の勝手なふるまいに腹を立てているArganteの前でなかなか巧妙な
Octave弁護論を展開する（AI，　vlv）。これが第一回目のtromperieであ
る。
　①まずScapinは若かった頃のArganteの艶ぱなしを持ち出して
Octaveの行動を弁護する。しかしArganteは自分の場合はgalenterieに
とどまり，軽卒に結婚にまでは走らなかったと反論する。
　②そこでScapinはその結婚が娘の周囲からの強制によるものであった
と弁護する。それに対してArganteはそれでは公証人のところへ行って
取り消せばよいと反論する。
　③Octaveがそれをしないのは男としての自尊心のためであり，また卑
劣な男となってArganteの名誉を傷っけない配慮からだとScapinは答
弁する。しかしArganteはあくまでも結婚の破棄を主張し，さもなけれ
ば息子を勘当するとまで言い出す。
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3　④そこでScapinは戦術を変えてArganteにそんな薄情なことができ
るはずはないと，からめてから相手を攻略する。しかしArganteは薄情
になると言いはる。
　⑤ScapinはそこでArganteの生まれつきのやさしさを持ち出すが，
ArganteからはJe　suis　m6chant　quand　je　veux（A・，　slv）．という答しか
えられず，この弁護論は結局のところ失敗に終わる。
、その後AII，　SIVにおいてCarleからLeandreとZerbinetteの恋が窮
地に陥ったことが報告される。すなわち彼女が数人のジプシー男に連れ去
られ，二時間以内に彼らに金を支払わなければ彼女は永久に彼の手をは
なれることになる。そこでLeandreはGeronteへの告げ口のことでSca－
pinを疑ったことをわびて懸命にその助力を求める。　Scapinは散々Lean－
dreをやきもきさせた末にLeandreの恋にも救いの手を差しのべることに
する。
　かくして彼はいよいよ第二，第三のtromperie，本格的なtromperieに
着手する。それはすでに述べた通り二人の青年の父親をだまして青年たち
に必要な金をまき上げることである。手強いArganteに対する戦法と，
けちではあるがもっとだましやすいGeronteに対する戦法とを巧みに使
いわける。
　まずArganteに対するtromperieはっぎのような順序をたどって行な
われる。
　最初に彼は裁判手続ぎの繁雑さに対して相手の注意を喚起し，そのあと
でおもむろに自分の提案を出して行く。その提案というのはHiacinteには
剣客の兄がいるが，自分はその男を説得して金で事を解決するように話し
合いをつけたから裁判沙汰にするのはやめて金で解決したらどうかという
ものである。そして相手は5～600ピストルを要求して来たと話す。金額
を聞いてArganteはたちどころにその提案を拒絶する。しかしそれは相
手からの最初の要求であって，自分の説得によってそのあとでは軍隊に入
る準備に要する費用として60ピストルを要求するまでに相手側がおれて
来たとScapinは説明する。　Arganteは60ピストルならよいと承諾する。
　この60ピストルを出発点としてScapinは少しずっ要求額を釣り上げ
て行く。まず鎧Harnoisや鉄砲pistolet代としてさらに20ピストルを要
求する。Arganteはそれも了承する。っいで従者用の馬の費用として30
ピストル要求する。Arganteはたまりかねて拒絶するが，　Scapinは再度裁
判や訴訟の繁雑さを引き合いに出してそれを承知させる。つぎに荷物を乗
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4せるラバMule　tの費用を要求する。　Arganteがそれを拒絶するとSca－
pinは訴訟手続きについての博識ぶりをひけらかして，・Sergens，　Procu－
reurs，　Avocats，　Gre伍ers，　Substituts，　Rapporteufs，　Juges，　Clercsの付
け届けに要する多額な費用を列挙する。おそれをなしたArganteはラバ
の代金を改めて尋ねる。それが200ピストルだとわかるとまた訴訟に訴え
ると言い出す。そこでScapinは裁判についての博識ぶりを再び発揮して，
①Procuration，②Presentation，③Conseils，④Production，⑤jour－
n6es　du　Procureur，⑥Consultation　et　Plaidoyeries　des　Avocats，⑦le
droit　de　retirer　le　Sac，⑧Grosses　d’Ecritures，⑨Rapport　des　Substi－
tuts，⑩Epices　de　Consultation，⑪Enregistrement　du　GreMer，⑫fagon
d’apPointement，⑬sentences　et　Arrests，⑭c6ntroles，⑮signa－
tures，⑯Expedition　de　leurs　Clercsに要する莫大な費用を持ち出して
Arganteを説得する。これにはArganteもついにたじろぎしはじめる。
そこでScapinは金で解決する場合と裁判沙汰にする場合との損得計算を
持ち出して前者の方が150ピストル得になると説得する。しかし結局は
Arganteに拒否される（以上AII，　sv）。
　そこでScapinは奥の手を使つてHiacinteの兄に紛したSilvestreを登
場させる（AII，　SIv）。剣客のおそろしいけんまくにおそれをなしたAr－
ganteはついに200ピストルの出費も承諾する。ところがArganteはSca－
pinに直接金を渡すことをためらう。そこでScapinは自分がそれほど信
用できないならほかの人に頼んでくれとつきはなす。Arganteは仕方なく
金を直接Scapinに手渡し，このtromperieはようやく成功する。
　第三のtromperie，　Geronteに対するtromperieはもっと簡単である。
ScapinはGeronteに向って，　Leandreと二人で散歩中にトルコのガリー
船に招待されて乗り込んだところ，トルコ人たちに軟禁れて身代金を請求
される羽目となった。自分は連絡のためにはしけで戻されたが，身代金は
500エキユー（1500リーヴル）で，二時間以内に持って行かないとLean－
dreはアルジェリアに連れて行かれてしまうと訴える。それに対してGe－
ronteは警察の助けを求めると言い出すが，海の上ではどうにもならないと
Scapinに説得される。そこでGeronteは今度はScapinがLeandreの身
代わりになれと言う。自分のような人間ではトルコ人は身代わりとしては
受取らないとScapinは答える。っいに万策っきたGeron［eは
　Ωue　diable　alloit・・il　faire　cette　galere
というせりふをくりかえしながら次第に譲歩して行く。まず最初は古
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着を質屋に持っていかせて金を作ろうとするが，そんなことでは100フラ
ソにもならないとScapinに反論され，ついに金を出すことを承諾する。
Scapinにしぶしぶ金を渡したGeronteはトルコ人にののしりのことばを
伝言として伝えさせる。かくして第三のtromperieも成功する。
　第四のtromperie，は，　Leandreに向ってまるでScapinが告げ口をした
よ・うな言い方をGeronteがしたためにLeandreから叱言をくった腹いせ
の復讐としてScapinがGeronteに行なうものである。ここでもScapinは
Hiacinteの兄の剣客のことを持ち出し，　Geronteの娘のために彼の妹と
Octaveとの結婚が危うくなったことから，その兄がGeronteを逆うらみし
て仲間と彼を探しまわっており，家にもこのままでは帰れないから，袋に
入れて運んでやるといってGeronteをだまし，彼を袋sacに入れるのであ
る。そのあとScapinは一人二役を演じ，刺客たちがそばに来てScap　inを
なぐっているようにみせかけて二度をわたって袋のなかのGeronteをなぐ
る。最後に袋から顔を出したGeronteにペテソを見破られたScapin．はほ
うほうの態で逃げ出す。ペテンがばれても主人を思い切りなぐることがで
きた以上，このtromperieも一応は成功である。
　二人の父親から金をまき上げたScapinのtromperieはやがてZerbi－
netteのおしやべりからGeronteにばれる（AIII，　slll）。っいでArganteに
も．ばれてしまう（Am，　sv）。
　ScapinがOctaYeやLeandreのために行なったtromperieは，金を青
年たちに手渡したことで一応所期の目的を果しはするが（AI・，　sv…），　les
volontez　d’un　pereというobstacleはいぜんとして恋人たちの前に厳存
している。Scapinのtromperieはそれを乗り越えることができない。
AIII，　SIでそのobstacleを乗り越えるための新たなtromperieがScapin
の口から暗示されるが，ついに実行されずに終わる。
　d6nouementは二組のreconnaissanceによっておとずれる。まず第一に
Hiacinteは，　Geronteに呼｝まれてTarenteからこちらに来る途中で遭難
して行くえ不明になった娘であることが判明する（AIII，　SVII）。第二に，
Leandreがジプシーの男たちからZerbinetteを買いとったときに男たち
が話してくれた彼女の素姓，すなわち四歳のときに誘拐されたという話や，
男たちがLeandreに渡したZerbinetteの腕環から，彼女がArganteの娘
であることが判明する（AIII，　SXI）。
　第一のreconnaissanceの伏線，すなわち遭難の話はreCOnnaissanceの
直前Ani，　svlでGeronteからArganteに報告されるが，第二のrecon一
i57
6naissaneの伏線はすでにAL　SIVのScapinによる最初のtromperieの末
尾で準備されている。
　ScapinはGeronteから許してもらえるか。　Scapinによる第五のtrom－
perieは自分自身のために行なわれる。　Scapinの意を受けたCarleはSca－
pinが工事現場で事故に会って大けがをしてしまったこと，息のあるうち
にGeronteやArganteともう一度話しをしたがっているということを伝
えに来る。GeronteとArganteはScapinの話を聞いてやることにする。
このような手順をふんで二人の前に出たScapinは二人にわびを入れる。
二人は彼を許してやる。しかしやがて，Geronteが彼を許すのは彼が死ぬ
という条件のもとにおいてであるということが判明する。Scapinは窮地
に陥り，trompeur　tromp6となる。しかしArganteが仲に入って結局は
許されることになる。
　Scapinを中心とする四人のtrompeursと二人の父親との関係は分類の
②に属するが，袋の場面でペテソがばれて以後のScapinと二人の父親と
の関係では分類の④に属する。
　この劇ではintrigueがd6nouementに直接結びっかないということの
ほかに二つの弱点がある。一っはAIII，　SIIIである。例のsacの場面の直
後にZerbinetteは相手がGeronteであることを知らずに，要するに偶然出
会った一面識もない老人に，Scapinが間抜けな父親から金をまき上げた一
部始終をしやべってしまう。Zerbinetteが冗談好きな娘であることはAIII，
SIでわかっているが，こうした言動は，それに続くAIII，　SIVでSilves－
tre’ｩら相手hS　Geronteであったことを知らされ，　その不用意なおしよべ
りを軽くとがめられたときの答弁とともに若い娘としては度を越しており，
いかにも不自然である。彼女はSilvestreにつぎのように答えている。
　J’6stois　remplie　du　conte，　et　je　brfilois　de　le　redire．　Mais　qu’im－
　porte　P　tant　pis　pour　luy・　Je　ne　voy　pas　que　les　choses　pour
　nous　en　puissent　estre　luy　ny　pis，　ny　mieux．
　開きなおったように投げやりではすっぱなこのような受け答えは彼女が
幼いときに誘拐されてジプシーたちと長年暮してきたことの反映でもあろ
うが，彼女をそこまで描き切る必要が果してあったであろうか。結局，
AIII，　SIIIはGeronteにScapinの第三のtromperieをわからせる役割を
果しているわけだが，そのtromperieがGeronteに知られなくてもSca－
pinがすでに主人に対して顔向けのできない立場に自らをおいてしまって
いる段階ではあまり意味がない。いずれ二人の父親にScapin．の第二と第
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7三のtrOmperiesをわからせる必要があるとしても，もっと自然な方法があ
ったはずである。たとえeX　reconnaissanceのあとで，　OctaveとLeandre
がそれぞれの父親にこれまでの一部始終を語るといったやり方で。　　・
　第二に，ArganteがどうしてScapinのtrormperieをAIII，　SVで知
っていたのかという説明もない。
　Nous　verrons　cette　affaire，　Pendad，　nous　verrons　cette　affaire，．．．
と言っているところをみると，Geronteからでも話を聞いて自分にも思い
当たるふしがあるからSilvestreにかまをかけたのかも知れない。
　25．La　Comtesse　d’Escarbagnas．②
　この小品においては子爵のCleanteとその恋人のJulieによって行なわ
れるtromperieが作品全体の枠組を与え，そのなかでMmed’Escarbagnasの
成上り者的な田舎貴族のこっけいさが召使たちやConseillerのMonsieur
Tibaudier，　Receveur　des　TaillesのMonsieur　Harpinなどとの対話を
通して示される。
　Mme　d’Escarbagnasの素姓の一端はsabouler（s！1），　butorde（slI），　bou－
viere（sII）se　grotiillerといった卑語や俗語の使用によって示される。さら
にその無教養ぶりはIe「e　rさgle　de　Jean　Despautereのラテソ語のシラブ
ルにショックを受けたり，当時翻訳の出たMartialを手袋作りと間違える
ことで示される。
　また登場人物の幾人かが示す言語上のアルカイスムが田舎者らしい風格
を現わす。
　～vous　me　le　baillere2⑳（slll，　Criquet＝Laquais）．　Je　donne　le　bon
　yθsρ78S註toute　l’honorable　compagnie（svI，　Monsieur　Robinet　・＝
　precepteur　de　Monsieur　le　Comte）．
　対比効果によるcomique　de　motもしばしば用いられる。
　garde－robbe～garde－robbes⑳（sII）
　Monsieur　le　Receveus～Monsieur　le　donneur（svlll）
　bon　chr6tien（nom　de　poires）～franc　chr6tien（siY）
　風俗上，時事問題上の要素も豊富である。
　Gazette　de　Hollande（e－r6miniscence　de　La　guerre　de　Ho11ande一
㊧　F．Brunot：Histoire　de　la　Langue　frangaise，　Tom　IIL　p　lO6．
⑳　単数と複数による意味の相違は今日のcabinetという語が持つ意味の相違に匹
　敵する
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8　1672－），Ie　Conseil　d’enhaut　du　Pr6te－Jean（－le　grand　N6gus　d’Abys－
　sinie），　sonnet　amoureux，　antichambre　manchon，　garde－meuble，
　bougie　de　suifとcireの対比，　soficoupe，当時のパリの三流ホテル
　Hostel　de　Mouhy，　Hostel　de　Lyon，　Hostel　de　Hollande，座ったまま
　のあいさつ，官職（Conseiller，　Receve皿de　Tailles），　Acad6mie，　Epi－
　grammes，　Martial，　chambre　b　alcove，　rさgles　de　Jean　Despautere，
　etc．
　CleanteとJulieは，両家が反目していることから，二人の恋仲を隠すた
めにJulieの要請でCleanteがMme　d’Escarbagnasを恋しているようなふ
りをするのである。夫人はすでec　M．　TibaudierやM．　Harpinといった恋
人を持ち，さらに若い子爵Cleanteを加えてすっかりいい気になっている。
　Je　croy　estre　en　estat　de　pouvoir　faire　naistre　une　passion　assez
　forte　et　je　me　trouve　pour　cela　assez　de　beaut6，　de　jeunesse　et　de
　qualit6，　Dieu　mercy；（slI）
　ところが，子爵が自作の喜劇を上演しようとしていた失先にM．Harpin
が飛び込んで来て夫人の不実をなじり，ひとさわぎ起こす（SVm）。そこへ
子爵とJUIieの両家が和解し，二人が結婚できるようになったことを知ら
せる手紙が届く。二人は夫人に結婚のことを公表し，夫人はあぜんとする。
そして身分あるものを侮辱したと言って怒るが，子爵はこれも喜劇の一部
だといって夫人をなだめる。夫人はまたそこでいっぱい喰わされ，それで
は余興に私の方もM．Thibaudierと結婚することにしようと言い出す。
tromp6eのMme　d’Escarbagnasは最後まで子爵とJulieのtromperieに
気付かないのであるからこの作品はtrompeurとtromp6の関係において
②に属する。
26．Les　Femmes　Sgavantes①，④，②
　Femmes　Savantesの一人BeliseはClitandreの愛しているのは自分だと
思い込んでいて，Clitandreを困惑させるが，　ClitandreはそうしたBelise
との対話のあとではきすてるようにaparteでつぎのように言う。
　Diantre　soit　de　la　folle　avec　ses　visions．（AI，　slv）。
　さらにBeliseの兄で一家の主人であるChrisaleと弟のAristeはBelise
の馬鹿げたロマネスクに対してっぎのようにきめつける。
　Ma　foy，　ma　chere　soeur，　vision　toute　claire．（AII，　slll，　Ariste）。
　De　ces　chimeres－1査vous　devez　vous　d6faire．（AII，　sllI，　Ch㎡sale）。
　こうした批判に対してBelisdまっぎのように叫ぶ。
’154
9　Ah　chimeres！Ce　sont　des　chimeres，　dit－on　！　　　　’　pt’
　Chimeres，　moy　1　vrayment　chimeres　est　fort　bon！（AIII，　slII）。　　・
　Clitandre，　Ariste，　Chrisaleによるこうした批判はそのまま他の二人の
Femmes　SavanteSすなわちChrisaleの妻Philaminteと長女のArmande
に当てはまる。要するに三人のFemmes　Savantesにとって本当のtrom－
peurは彼女たち自身のvisions，　chi盆eresなのである。この意味でこの作
品は分類①の要素を持っている。
　しかしそれは作品のぞと枠であって，劇のなかに具体的に現われるtrom－－
peurはp6dantのTrissotinである（Trissotin＝＝trois　fois　sot－Cotin⑳）。
三人のFemmes　Savantesは，破産の宣告を聞いたあとでTrissotinが急
に態度を変えて今まで積極的であった結婚話を拒絶するまで（Av，　SIII）だ
まされ続けるのであるから，両者の関係においてはこの作品は分類の②に
属する。
　ところが破産宣告の通知はTrissotinの本心をさらけ出させるために
Aristeの仕組んだtromperieであって，　Trissotinは見事にそのわなにひ
っかかってtrompeur　tromp6となるのであるからその点では・この作品は
分類の④に属する。結局，①，②，④の三っの要素が並置されていると考
えるべきであろう。
　Aristeのtromperieはd6nouementの部分で突然現われ，　tromperieが
そのままd6nouementとなり，その意外性によって見事な効果を上げて
いる。
　d6nouementに先立っp6rip6tieはもう一人のp6dantであるVadiusと，
Trissotinとのけんかが原因で起こる。席をけたててFemmes　Savantesの
ものを去ったVadiusはTrissotinを中傷する手紙をPhilaminteに送った
ところ，それがかえって妹娘のHenrietteをTrissotinと結婚させようとし
ているPhilaminteの気持をいっそう固めさせる結果を招き，その晩のう
ちに結婚させると彼女にいわせることになる（以上AIII，　slll；Alv，　slv）。
　tromperieの担い手であるAristeは同時にraisonneurでもあるが，言
語上でのraisonneurの機能はClitandre，　Henriette，さらには下女の
Martineによって分有され，　Aristeの自身はこれまでのraisonneurのよ
⑳　この作品の背景の事情についてはG．Reynier：Les　Femrnes　Savantes　de
　Moliさreに詳しい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，うに中庸のとれた自分の見解をまとめて披涯することはない㊧。そうした
役割をこの劇で果しているのはまずClitandreである。
伽恋人のHenrietteの前でFemmes　SavantesやTrissotinに対する
批判をっぎのように展開してる。
　　Et　les　Femmes　Docteurs　ne　sont　point　de　mon　goust．
　　Je　consens　qU’une　femme　ait　des　clartez　de　tout，
　　Mais　je　ne　luy　veux　point　la　passion　choquante
　De　se　rendre　sgavante　afin　d’estre　sgavante；（AI，　sm）。
　　Je　vis　dans　le　fatras　des　Ecrits　qu’丑nous　donne，
　　Ce　qu’6tale　en　tous　lieux　sa　P6dante　Personne，
　　La　constante　hauteur　de　sa　pr6somption；
　　Cette　intr6pidit6　de　bonne　opinion；
　　Cet　indolent　6tat　de　confiance　extr6me，
　　gui　le　rend　en　tout　temps　si　content　de　soy－mesme，
　　gui　fait　qu’ムson　m6rite　incessamment　il　rit；
　　gu’il　se　sgait　si　bon　gr6　de　tout　ce　qu’il　6crit；（AI，　sIII）。
　　さらに愛から肉体的要素を追放し，その純化，精神化を求めるArmande
に対してはつぎのように自分の見解を述べる。
　　gue　j’ay，　ne　vous　d6plaise，　un　corps　tout　comme　une　ame
　　Je　sens　qu’il　y　tient　trop，　pour　le　laisser査part；
　　De　ces　d6tachemens　je　ne　connois　point　rart；
　　Le　Ciel　m’a　d6ni6　cette　Philosophie，
　　Et　mon　ame　et　mon　corps　marchent　de　compagnie．（Alv，　sII）。
　　さらにTrissotinとの論争においてはp6dantismeをっぎのように批判
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・et　je　hais　seulement
　　La　Science　et　l’Esprit　qui　gastent　les　Personnes．
　　Ce　sont　choses　de　soy　qui　sont　beles　et　bonnes；
　　Mais　j’aimerois　mieux　estre　an　rang　des　Ignorants，
　　gue　de　me　voir　sgavant　colnme　certaines　Gens．（Aiv，　slII）。
　　これに続く
⑳　Reynierもことばは違うが私と同じ点を指摘している。
　　　．．．Ariste　a　une　physionomie　bien　distincte，　Il　est　assez　rarement《raison－
　　　n乱r》：Presque　tout　son　r61e　est　en　action．，．
　　　－Reynier：opt，　cit，　p　183。
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　Ωu’un　Sot　sgavant　est　sot　plus　qu’un　Sot　ignorantという発言はもは
や一個のsenten㏄となっている。
　AIV，　SVIの最後のtiradeの最終部分ではさらに痛烈なp6dant批判が
示されている。
　Henrietteの良識は再三にわたるArmandeとの対話（AI，　sl，・sll；AIIIs　sv）
や，情理をつくしてTrissotinの求婚をしりぞける場面（Av，　SI）において
示されるが，彼女の発言が天性の輝きをみせるのはAV，　SIIIであって，そ
こでの彼女の発言には若い女性には似つかわしくないようなモラリスト的
な洞察力が秘められている。初めはArmandeの知性や異常さに対して単
に平凡としかみえない彼女り美質は劇の進行とともに輝きを増し，d6noue－
mentの場面で最高潮に達する。　Clitandreが，破産宣告にもめげず
Henrietteと結婚し，自分のとぼしい財産を持ち寄って彼女の家族を助け
ようと申し出たとき’に，彼女はClitandreまで一家の不幸にまき込みたく
ないという考えから彼との結婚をあきらめようとする。そしてつぎのよう
に語るのである。　’
　1／Amour　dans　son　transpost　parle　totij　ours　ainsy．
　Des　retours　importuns　6vitons　le　soucy，
　Rien　n’use　tant　l’ardeur　de　ce　noeud　qui　nous　lie，
　gue　les　facheux　besoins　des　choses　de　la　vie；
　Et　l’on　en　vient　souvent　a　s’accuser　tous　deux，
　De　tous　les　noirs　chagrins　qui　suivent　de　tels　feux．（Av，　sIv）。
　文法の規則を犯したことでPhilaminteから追放される下女のMartine
の歯に衣を着せぬ庶民的娘謝そのままFemmes　Savantesに対する見
事なパロディーとなる。AII，　SVIの対話はこの意味で圧巻である。
　Martineを引き留めようとして仲に入った夫のChrisaleに向ってPhila－
minteはっぎのようにその追放の理由を述べる。
　Ene　a，d’une　insolence　i　nulle　autre　pareille，
　Apr6s　trente　legons，　insult6　mon　oreille，
　Par　1’impropriet6　d’un　mot　sauvage　et　bas，
gulen　termes　d6cisifs　condamne　Vaugelas．（AII，　svI）。
そして「文法」を絶対視してつぎのように言う。
　La　Grammaire　qui　sgait　r6genter　jusqu’aux　Rois，
　Et　les　fait　la　main　haute　ob己ir査ses　loix？
　こうした御高説に対してMartineは
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　Mals　j　e　ne　sgaurois，　moy，　parler　vostre　j　argon．
と応酬する。
　さらにPhilaminteの強調するla　Raison　et　le　bel　Usage　ec対してMar－
tineは
　Ωuand　on　se　fait　entendre，　on　parle　to血jours　bien，
　Et　tous　vos　biaux　dictions　ne　servent　pas　de　rien．
と切り返えす。　」
　Ne　servent　pas　de　rienと言い回わしをPhilaminteやBeliseから
r6cidiveだととがめられようと，また　　　　　　　　　　　　・
　．．je　n’avons　pas　6tugu6　comme　vous，
　Et　je　parlons　tout　droit　comme　on　parle　cheux　nous．　　　　　幽
とい’う発言をBeliseからおそるべきso16cismeだと非難されようと，一
向にこの勇敢な戦士はたじろがない。
　Veux－tu　toute　la　vie　of正encer　la　Gram］maireP
というBeliseの問いには堂と，
　gui　parle　d’offencer　Grand’Mere　ny　Grand’PereP
と逆襲し，
　La　Grammaire，　du　verbe　et　du　nominatif，
　Comme　de　l’adjectif　avec　le　substantif，
　Nous　enseigne　les　loix．
というBeliseの主張に対しては
　J’ay，　Madame，　a　vous　dire
　2ue　je　ne　connois　pas　ces　Geris－li
と言ってのけるのである。
　Chrisaleのはからいで呼び戻されたのちも，彼女はCleanteとHenriette
の結婚を実現させるためにPhilaminteを向うに廻して相変わらず熱弁を
ふるうのである（Av，　SIII）。
　Femmes　Savantesのおそるべき首領であるPhilaminteはTrissotinと
の対話においてPlatonの向うをはった女だけのAcad6mie創設の計画を
持っていることを示し，また言語改革にっいてはsMabes　salesの削除と
6quivoques　infamesの追放を主張する。
　すっかりTrissotinの手玉にとられてしまった彼女は，ひたすら平凡な
人妻となることを望んでいる娘のHenrietteを教育してもらうという目的
もあって彼女をTrissotinと結婚させる決意をする。
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　Chrisaleが
　Je　ne　sgaurois　souffrir　qu’on　ne　cherche　ma　Fi皿e，
　gue　pour　l’amour　du　bien　qu’on　voit　dans　ma　famille．
とはっきり指摘しても，平然と，
　Vraymentムvostre　bien　on　songe　bien　icy，
　Et　c’est　la　pour　un　Sage，　un　fort　digne　soucy．
（Av，　slll）
と答える仕末である。このせりふはPhilaminteのtromp6eぶりを端的に
示している。
　Clitandreは最初美貌の姉娘Amlandeを愛していたが，愛に精神性だ
けを求める彼女のかたくなな冷たい態度にあいそをつかして妹娘のHen－
rietteを愛するようになった。　Armandeは二人の恋に内心激しい嫉妬を
燃やして陰に陽にそれを妨害し，ついにはPhilaminteをあおってTris－
　　　　　　　　　　　sotinと妹とを結婚させるという陰謀をたくらむようになる。不自然な「理
性」の仮面の下に隠している彼女の本心や嫉妬は彼女の発言の端々に無意
識に現われ，そうした矛盾は再三Henrietteのironieを誘発する。
　Cet　empire　que　tient　la　Raison　sur　les　sens，
　Ne　fait　pas　renoncer　aux　douceurs　des　encens；
　Et　ron　peut　pour　Epous　refuser　un　merite
　gue　pour　adorateur　on　veut　bien註sa　suite．（AI，　sI）．
　Au　changement　de　v（Eux　nulle　horreur　ne　s’6gale，
　Et　tout　coeur　infidelle　est　un　Mohstre　en　Morale（Aiv，　sll）．
　Puis　que　pour　vous　reduire　i　des　ardeurs　fidelles，
　Il　faut　des　noeuds　de　chair，　des　chaines　corporelles；
　Si　ma　Mere　le　veut，　je　r6sous　mon　esprit
　Aconsentir　pour　vousムce　dont　il　s’agit．（Alv，　sll）．
　　もちろんこ・の最後の提案はClitandreから
　Il　n’est　plus　temps
ときっぱり拒絶される。　　　　　　　　　　　　　’
　三人のFemmes　Savantesのp6danterieを端的に示すために作者はこ
こでも専門用語や術語をくりかえしふんだんに用いている。
　la　Raison，　le　bel　Usage，　r6cidive，　so16cisme，　Ton　esprit，．．est　bien
　挽磁7∫6Z（AII，　svl），　P160nasme，　cacophonie，　Le　Corps，　petits　corps
　（AII，　svll），　P6ripatetisme，　Platonisme，　Epicure，　petit　corps，　le　Vuide，
　la　matiさre　subtile，1’Ayman，　tourbillon，　Mondes　tombans（AIII，　sll），etc．
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　家長Chrisaleの柔従不断ぶりは最後まで改まらない。
　Martineの追放を阻止しようと仲裁に入っても目的を達することができ
ない（AII，　SVI）。
　AristeからClitandreとHenrietteの結婚話をPhilaminteに話すように
頼まれてその役を引き受けたものの，逆にPhilaminteからTriSsotinをむ
ごにするという話をきかされてすごすごと引き下って来る（AII，　SI，　SVIII）。
　Martineの加勢をえてPhilaminteと対決する場面においても，　Hen－
rietteをTrissotinに与える代わりにAmandeをClitandreに与えるとい
うPhilaminteの提案にやすやすと同調してしまう。
　彼がAristeやHenrietteに向ってStichomytieの形で自分の決断を強調
するのは相手に言っていることばではなく，Philaminteに歯の立たない自
分に言いきかせ，自分を勇気づけていることぽなのである（AII，　Slx；Av，
SII）。
　このようなChrisaleも，破産宣告の際に金への執着をいささかもみせ
ず毅然としているPhilaminteも，最後までうぬぼれをすてないBeliseも
皆性格不変の見本を提供する。
　自分の心の真実を偽って尊大にかまえたArmandeは最後には母親自身
からも手痛いばつを受ける羽目になる。
　Ainsi　donc直leurs　v（reux　vous　me　sacrifiez？
と不平を述べるArmandeに対して，　Philaminteは，
　Ce　ne　sera　point　vous　que　je　leur　sacri丘e，
　Et　vous　aurez　l’appuy　de　Ia　Philosophie，
　Pour　voir　d’un　ceil　content　couronner　leur　ardeur（Av，　sIv）
と答えるのである。
　HenrietteがAI，　SIでArmandeに向って言ったことば，
　Habitez　par　ressor　d’un　grand　et　beau　g6nie，
　Les　hautes　regions　de　la　philos6phie，
を最後には母親の口から聞かされる羽目になったのはこの上ない皮肉であ
る。Armandeはこの点でもtrompeuse　tromp6eとなるのである。
127，Le　Malade　imaginaire①，②，③，④
　D．Juan，　L’Amour　Medecin，　Le　Medecin　malgre－luy，　Monsieur　de
Pourceaugnacと続く医者に対する誠刺，パロディーはこの最後の作品に
おいて頂点に達する。
　自分が病人でもないのに病人だと思い込んでいるこの劇の主人公Argan
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は始終医者よ薬よとさわぎ立てており，薬剤師に支払うかなりの額にのぼ
る薬代を彼が計算しているところからこの劇は始まる。
　imaginaireという題名の示す通りArganの場合にも真のtrolnpeurは
自分を病人だと思い込んでいる彼自身の「幻想」のなかにある。
　この意味では分類の①に属する作品であるが，劇のなかで具体的に現わ
れるtrompeursは医者，薬剤師，そして後妻のBelineである。　Belineは
最後にその正体が暴露されて，trompeuse　tromp6eとなる。
　彼らのtromp　erieからArganを救い，さらにArganやBelineの妨害
を排除してAngeliqueとその恋人Cleanteの恋を成就させるために大活
躍をするToinetteや，それを側面から支援するArganの弟Beraldeに対
してもArganは最後までtromp6の立場に立ち続ける。
　このような内容からすればこの劇にはさらに②と④の要素が含まれ，①，
②，④と三つの要素が並置されている。
　Malade　imaginaireとしてのArganの実体はToinetteやBerladeのつ
ぎ¢）よう．なironieによってその核心がつかれる6
　11marche，　dort，　mange，　et　boit　tout　comme　les　autres；
　mais　cela　n’empesche　pas　qu’il　ne　soit　fort　malade（AII，　sll）。
　J’entens，　mon　frさre，　que　j　e　ne　vois　point　d’homme，　qui　soit　moins
　malade　que　vous，　et　que　je　ne　demanderois　point　une　meilleure
　constitution　que　la　vostre．　Une　grande　marqロe　que　vous》ous
　portez　bien，　et　que　vous　avez　un　corps　parfaite皿ent　bien　compos6；
　c’est　qu’avec　tous　les　soins　que　vous　avez　pris，　vous　n’avez　pu
　parvenir　encore　i　gater　la　bont6　de　vostre　temperamment，　et，que
　vous　n’estes　point　crev6　de　toutes　les　medecines　qu’on　vous　a　fait
　prendre．（AIII，　sIII）。
　ArganはAngeliqueを呼んで彼の計画している結婚話を持ち出す（AI，
sv）。彼は彼女を妹娘のLouisonとも’ども修道院に入れたがっている後妻
のBelineにもやっと納得してもらったと言っているが，そこですでに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノBelineがどのような考えをいだいているかが暗示されている。　Belineの
こんたんをとっくに見破っているToinetteは低い声でっぎのようにつぶ
やく。
　La』bonne　beste　a　ses　raisons（AI，　sv）。
　Arganと，　AngeliqueならびにToinetteの間に最初はquiproquoが生
　じて，AngeliqueもToinetteもArganの持ち出した結婚話がCleante
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とのことだと思い違いして喜ぶが，やがてArganの考えている相手が彼
のかかりつけの医老であるPurgon先生のオイで，同じく医者の息子で当
人も医者であるThomas　Dyafoirusだとわかってすっかり驚く。　Toinette
は真向うからArganの計画に反対する。
　ArganはThomasをムコに選んだ理由を二っ挙げる。
　Ma　raison　est，　que　me　voyant　infirme，　et　malade　comme　je　suls，
　jc　veux　me　faire　un　gendre，　et　des　alhez　Medecins，　afin　de　m’ap－
　puyer　de　bons　secours　contre　ma　maladie，　d’avoir　dans　ma　famile，1es
　soruces　des　remedes　qui　me　sont　necessaires，　et　d’estre　i　mesme
　des　consultations　et　des　ordonnances．（AI，　sv）。
　J’en　ay　affaire，　moy，　outre　que　le　party　est　plus　avantageux　qu’
　on　ne　pense，　Monsieur　Dyafoirus　n’a　que　ce　fils－la　pour　tout
　h壱ritier，　et　de　plus　Monsieur　Purgon，　qui　n’a　ny　femme，　ny　enfans，
　luy　donne　tout　son　bien，　en　faveur　de　ce　Mariage；et　Monsieur
　Purgon　est　un　homme　qui　a　huit　mille　bonnes　livresderente．
　（AI，　sv）。
　後になって弟のBeraldeから娘を医老と結婚させたがる理由を問われた
ときにもArganはつぎのように答えている。
　Sur　la　pens6e，　mon　frere，　de　me　donner　un　gendre　tel　qu’il　me　faut．
　（AIII，　SIII）
　．．mais　ce］uy－cy，　mon　Frere，　est　plus　sortable　pour　moy．（AIII，　slll）．
　これらの答弁を通してArganの自已中心性が端的に示されている。娘
は自分のために結婚するのか，それとも父娘のために結婚するのかといケ
Beraldeの問いに，　Aエganは
　．．．et　pour　elle，　et　pour　moi
と答えているが，pour　elleは全くのつけ足りにすぎない。
　Toinetteの執拗な反対にかんしやくを起こしたArganは，言うことをき
かなければ娘を修道院に送ると言い出す。そこでToinetteはからめ手か
ら説得にかかる。これがToinetteによる最初のtromperieである。彼女
はまずArganの親としての情に訴える。もちろんArganは耳をかさない。
そこでつぎにはArganが生まれつき持っている心のやさしさを持ち出す。
ところがArganは
　・・et　je　suis　mechant　quand　je　veux．
と答えて一向に動じない。ここでToinetteが「Argan説得のために用いた
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方法はScapinがArganteを説得するときに用いた方法がそのまま踏襲さ
れ，その返答までArganteのものと全く同じである。
つぎにいよいよ問題のBelineが登場し，早速そのtromperieが開始され
る（AI，　SVI，　SVII）。
　彼女はToinetteに愚弄されてすっかり腹を立てているArganを猫なで
声を出して子供のようにあやし，Toinetteを自分の味方にっけておくため
に，いきり立ってToinetteを放遂するというArganをおさえて彼女を擁
護する。Beliseにすっかり鼻毛を抜かれたArganは彼女に財産を贈与す
るための遣言状を書く気になっている。Beliseはそのためにすでに自分の
知り合いの公証人まで用意して，この場へ連れて来ている（AI，　SVI）。
　Arganは早速公証人に遺言状の作製を依頼する。公証人は慣習法の行な
われているパリでは財産贈与は夫妻が二人とも生存中にしかできず，しか
も先妻や先夫との間に子供があれぱそれもできないという理由から，っぎ
の三っの抜け道のいずれかをとることをすすめる。
　まず夫人の親しい友人に財産をゆずるという形をとっておいて，あとで
その人から夫人に財産を渡してもらうが，彼らが同情の気持から夫人に名
義を借したという一札を入れておいてもらった上での仮の債権者を幾人も
作っておくか，あるいは現金または持参人払いの証書を生存中に用意して
おくかのいずれかである。
　こういう話し合いの合い間にもBelineは偽りのやさしい心づかいを忘
れず，Arganをすっかり感激させ，　Arganは遺言状を公証人の言う通りの
形で作製し，その上さらに寝室に隠してある二万フラソと持参人渡しの小
切手をBelileに渡すことにする。以上のことを告げるArganの話に
Belineは表面あくまでも悲しそうな様子を装いながらも，合い間をみては
現金のありかにっいて再三念を押す（A・，sv・・）。
　Belineの本心をとうに見破っているToinetteはAngeliqueにもBeline
の正体をよく説明し，自らもそれに対抗する何らかの策略をたてる決心を
するが，とりあえず自分に気のあるPolichinelleちいさんを使って，　An－
geliqueに結婚話の持ち上がったことをCleanteに知らせる手筈を整える
（AI，　svl11）。これがToinetteによる第二のtromperieである。
　やがてCleanteがAngeliqueの気持を確かめるという目的で彼女の家
を訪ずれる。Toinetteは彼に用心するように忠告するが，　Cleanteはすで
にtromperieを用意している。彼はAngeliqueのもとへ出入りしている
音楽教師の代理という肩書ぎで彼女の家に入り込むのである。これはすで
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にL’Amour　MedecinやLe　Sicilienで用いられたなじみの手法である。
以上がCleanteによる最初のtromperieである（以上AII，　sI）。
　やがてCleanteはArganの前に現われてあいさつする。　Toinetteはな
んとかCleanteをAngeliqueと二人だけにしようとして彼をAngelique
の部屋に行かせようとするが（Toinetteの第三のtromperie），　Arganは自
分のみているところでAngeliqueに音楽のレッスソを受けさせようとす
る（AII，　SII）。
　Cleanteの姿をみたAngeliqueは一瞬驚きの表情をみせるが，　Arganに
みとがめられるととっさに作り話をしてその急場をのがれる。すなわち，
夢のなかでCleanteとそっくりの人物に出会ったからというのである。こ
れがAngeliqueによる最初のtromperieである。
　そこへDyafoirus父子が婚約に先立っあいさつのためにArganを訪ね
てくる。Toinetteは本格的なtromperieの用意をすでにしているので，と
りあえずはArganの意を迎えるふりをしてムコとなる予定のThomasを
ほめそやす・それがToinetteによる第四のtromperieである。　Argan　ez4
未来の花ムコと花ヨメの最初の出会いにCleanteも立ち会わせる（以上
AII，　SIv）。
　一通りのあいさつや会話が双方の間に交わされ，その間にDyafoirus父
子のこっけいさや父親Dyafoirusの口から明らかにされる医者のペテソ性
などが披露されたあとで，いよいよCleanteの指導によるAngeliqueの歌
が始まる。CleanteはAngeliqueとデュェットを歌う。歌の歌詞やそれに
先立つ序詞に託してquiproquoでお互の愛の気持を伝える。これがCle－
anteと今ngeliqueによる第二のtromperieである・ところがやがて歌詞
が何も書いてないことをArganに見破られてしまう。Cleanteはとっさに
近頃は楽符で歌詞を表わすのだという弁明を・するが効を奏さず，Cleante
はただちにその場から追放される（以上AII，　sv）。
　再びBeliseが登場する。彼女にあいさつをするThomasは途中であい
さつのことばがわからなくなってToinetteに皮肉られる。　Arganは
Angeliqueに無理矢理Thomasと握手させようとするが，　Angeliqueは尻
ごみをする。ぎりぎりのところまで追いつめられたAngeliqueはここでは
っぎりと結婚の相手は慎重に選びたいと自分の考えを父親の前で述べる。
そして間接的にBeliseをあてこする。　BeliseとAngeliqueの間に険悪な
空気がただよう。Arganは自分の罵い通りにならないAngeliqlueにTho－
masとの結婚か，修道院へ行くかの二者択一をせまる。　Beliseはやがて外
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出のために退場する。Arganは退出するBelineに公証人のところへ寄る
ようにと言う。っいでDyafoirus父子のラテソ語をまじえたこっけいな診
断がArganをめぐって行なわれる（以上AII，　SVI）。
　いったん外出したBelineは途中で引き返して来てAngeiqueが若い男と
自分の部屋にいたこと，若い男は自分の姿をみて逃げ出したことをArgan
に告げる。Belineのr6citはCleanteとAngeliqueによる第三のtrom－
perieを示す（AII，　svll）。
　Arganは妹娘のLouisinからAngeliqueの動向をぎきだそうとするがな
かなか言を左右にして口を割らないので，むちで打っとおどして無理矢理
にしやべらせるが，LouisinはAngeliqueカミ男の求愛をしりぞけていたと
しか言わない。ArganはLouisinが本当のことを語っていないと考えるが，
それ以上には追求しないことにする。これがLouisinによるtromperieで
あり，それは同時にAngeliqueによる第四のtromperieである（AII，　svl11）。
　AII，　SIVでようやくBeraldeが登場する。　Toinetteの本格的なtrom－
perieはBeraldeの協力をえてAIIから開始される。それはArganに対
するものとBeline『に対するものとの二つに大別される。
　まずToinetteがBeraldeに打ち明けたArganに対するtromperieは
っぎのようなものである。すなわち気心の知れた医者をだれかみつけ出し
てArganが医者を，特にPurgon先生をいやがるように仕向けようとい
うのである。しかし自分たちの目的にうってっけの医者がなかなかみつか
らないから自分がその役を引き受けると言う（AIII，　SII）。
　Toine［teが彼女の計画を実行に移す前にBeraldeの活躍が始まり，
Toinetteの活動を側面から支援することになる。　BeraldeはArganに会
って娘を医者と結婚させたがる理由を聞き出したあとで，Arganを全くの
健康体であると決めつけ，Arganの信奉する医者や医学に対する痛烈な批
判を始める。Beraldeの言うつぎのような見解は現在にもそのまま通用す
るものである。
　Par　la　raison，　mon　Frere，　que　les　ressorts　de　n6tre　machine
・・nt　des　my・ters　ju・q…i・y，・ti・les・h・mmes　ne’　v・y・nt　g・ut・；。t
・queIa　nature　nous　a　mis　au　devant　des　yeux　des　voiles　trop
　6pais　pour　y　connoistre　quelque　chose．　（AIII，　slll）．
　彼は医療に対して自然の持っている回復力を対置させてっぎのように言
う。
　La　nature　d’elle－mesme，　quand　nous　la　laissons　faire，　se　tire　douce一
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　ment　du　desordre　oh　elle　est　tomb6e．（AIII，　slll）．
　そこへ薬剤師のFleurantがArganに灌腸をしにやって来る。　Beralde
がそれをやめさせようとするとFleurantが怒り出す（AIII，　slv）。この場
面はBeraldeがToinetteとしめし合わせた上でのtromperieであろうか。
Arganに翻意を促すというおだやかな形で行なおれるBeraldeの妨害は
意図的な策略というには少し弱すぎる感じがするし，またそれに射する
Fleurantの怒りはあまりにも急速で不自然な感じをまぬがれない。それ
ともこの場面はBeraldeのtromperieというよりは彼の本来の持論があ
りのままに卒直に発揮されたものと考えるべきであろうか。いずれにせよ
その結果はきわめて重大である。
　Fleurantは丁度来合わせたPurgon先生に即刻事の次第を注進におよび，
Purgon先生はただちに抗議をするためにArganの部屋にやって来る。
Toinetteは側にいてPurgon先生の怒りをあおり立てる。　Purgon氏は
Arganとの絶交を宣言し，↑homasとAngeliqueとの結婚話もその場で
破棄し，Arganの病気が今後ますます悪化するというおどし文句をならべ
て退場する。要するにBeraldeの活躍はToinetteのtromperieを待たず
にAngeliqueにとって最大の危機を解消させてしまうのである。
　Purgonの去ったあと，　Toinetteの紛する，したがってToinetteそっ
くりの医者が現われ，いよいよ彼女のtromperieが実行に移される（AIII，
（svll，　vlll，　Ix，　x）。　Argan　eまその医者hX　Toinetteそっくりなのに驚く。そ
こでToinetteは自分の紛する医者がToinesteとは別人であることを
Arganに納得させるためにいったん退場し（以上AIII，　svlII），入り替わ
りに本来の自分に戻って登場する。Arganは二人が別人であることを納得
する（以上AIII，　sIv）。　Toinetteが退場したあとに医老が再び登場してい
よいよそのtromperieが実行に移される（AIII，　sx）。医者は年令を九十歳
であると称し，それは自分の秘術の結果であると自慢する。さらに，自分
は難病だけを相手にする医者であって，Arganの病いのうわさをきいてこ
こへ来たのだと訪問の由来を語る。その医者はPurgon先生をやぶ医者あ
つかいにし，病状を聞いた上でArganの病気を肺病であると診断する。
そして食事療法上の処置として栄養あるものをたっぷり食べることを指示
し，その他の処置どして，片腕を切り取り，右の目の玉をくり抜くことを
すすめる。すっかりどぎもを抜かれたArganを尻目に死んだ病人を生き
返らせる診療をこれからするのだと言って退場する。
　以上のようなToinetteのtromperieは医者に対するパロディーとして
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の役割を果しているだけで，Arganを医者嫌いにさせるという当初の目的
は全く果していない。なぜならばそのあとに来るAIII，　SXIでBeraldeか
らAngeliqueの結婚にっいて再考を促されたArganはいぜんとして娘を
医者にやるという考えを変えていないからである。そしてすでに述べたよ
うに，Purgon先生をArganのぞばから遠ざけ，　Thomasとの結婚を解消
させるという効果はToinetteのtromperieに先立つBeraldeの活躍によ
って達せられてしまうのである。
　結局，Toinetteのtromperieが実際的な効果を発揮すのはBelineに対
して行なわれる第五のtromperieだけである。娘の結婚についてArgan
が自分の考えを変えそうもないのでBeraldeは話題をBelileに向け，彼
女の悪口を言う。ToinetteはわざとBelineを弁護し，　Beraldeにその思
い違いをさとらせるという口実でArganに死んだふりをしてもらって
Beline『の反応をみようという提案をする。このように，　Toinetteによる五
番目のtromperieは1a　fausse　mortをその手段として用ユ、・る（以上AIII，
SX・）。
　ToinetteからArganの死を知らされたBelineは見事に策略にかかって
その本心を暴露する。
　Le　Ciel’en　soit　loU6．　Me　voilb．　d61ivr6e　d’un　grand　fardeau．　gue
　tu　es　sotte，　Toinette，　de　t’a田iger　de　cette　mort！
　Arganはすっかり腹を立ててBelineを追放する（以上AIII，　sxll）。
　Toinetteは同じやり方でAngeliqueをたやす。　Angeliqueは父親の死を
なげく（AIII，　sxIII）。そこへやって来たCleanteも同じくその死をいたみ，
はからずも彼の誠実さが示される。Angeliqueの父親に対する愛情はCle－
anteとの結婚をあきらめて修道院に入ると告げることによって最高頂に達
する。娘の真情にすっかり心を打たれたArganはCleanteとAngelique
の結婚を許すが，この期におよんでもなおむごが医者であることに固執し，
Cleanteが医者になることを要望する。　Cleanteはそれを承諾するが，
Beraldeは一計を案じ，　Argan自身が医者になることをすすめる。はじめ
は躊躇していたArganもBeraldeの巧みな説得が効を奏してそれを承諾
する。かくしてこの劇は最後の場面も医者に対するパロディで終わる。彼
が自ら医者になることを承諾したのはmalade　imaginaireカミこうじた結
果であって，彼の情念は劇の初めから終わりまで一貫して変化をみせな
いo
　この劇は全体として本来の目的である医者に対するパロディーという役
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割は十分に果しているものの，tromperieという点からみるとunit6　d’aCtion
に欠けるという弱点をもっている。下女のToinetteはMoliさre劇に登場
するServanteのうちではもっとも生彩に富み，その活躍ぶりは劇の全体
にわたっているが，そのtromperieは早くから予告されているにもかかわ
らず，Beline追放以外には実際的な効果をあげず，したがってひんぽんに
現われるlazziとともにcomique　de　situationを提供するだけにとどま
っている。その代わりをし，raiso皿eurでもあるBeraldeはAIIの終わ
りで初めて登場し，ToinetteのBeline追放に匹敵する成果を上げてToi－
netteのお株をうばってしまうのである。しかもToinetteとの間にどの
程度了解がっいているのかはっきり示されていないから，Purgonの追放，
Th6masとAngeliqueの結婚解消という重大な成果を上げるきっかけと
なったFleurantの灌腸を阻止するという重要な場面の意義がきわめてあ
いまいとなる。
　なおこの劇には副次的に③の要素も含まれる。ArganはCleanteの楽符
のからくりを見破って彼を追い払うが，Belineのr6citが明らかにするよ
うにCleanteはいぜん家のなかに留り，しかもAngeliqueの部屋で彼女
と話をしている。さらにまた，ArganはLouisinの口を一応割らせはする
が結局本当のことはきき出せず，彼女の答弁に疑いをもちながらも彼女を
放してしまう。以上二つの場合にArganは相手のtromperieにはっきり
と気付きながら結局目的を達することができないのである。
　II．　Corneilleの場合（Don　Sanche　d’Aragon，　Tite　et　B6r6nice，　Pul－
ch6rieを除く）
　1．M61ite．④
　M61iteはtrompeurとtromp6の立場が途中で逆転するという点で分類
④に属する作品である。
　最初にtrompeurの立場に立っものはErasteであり，　Philandre，つ
いでTircis，　Clorisがtromp6の立場に立たされる。　tromperieの手段と
してはune　fausse　lettreが用いられ，　Erasteの嫉妬深い性質がtromperie
の原因となる。
　劇はM61iteに恋する・マソチストのErasteと，実利的なTircisとの
恋愛談議から始まる（AI，　sII）。　ErasteはM61iteの魅力と自分の恋が不可
避なゆえんを実証するためにT辻cisをM61iteに引きあわせる。　M61iteに
会ったTirisは彼女の天賦の魅力を認めざるをえなくなる（以上AI；SII）。
そしてSonnetのなかで彼女の美しさを歌い上げる許しをErasiteに求る
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ようになるまでその態度が変わる。ErasteはTircisがM61iteの美しさを
認めてくれたことを喜ぶと同時に彼が自分のライヴァルになるのではない
かと不安の念をいだくようになる。そしてTircisのmonologueによ
って彼がすでにErasteを裏切る腹でいることが明らかになる（以上A・，
Sm）。
　ErasteはTircisやM61iteのその後の態度から二人の仲についての疑惑
をいっそう強めるが，ついに二人が会っている姿を目撃するにおよんで自
分の杞憂が本当であったことを知らされ，二人に対する復讐を誓う（以上
AII，　sl，　sII，　sIII）。
　Erasteは復讐の手段としてM61iteからPhilandreに宛てたにせの手紙
を捏造し，それをM61iteの隣人Clitonの手を借りてPhilandreに渡す
ことにする（AII，　sv）。　PhilandreはTh℃isの妹Clorisの恋人である
（AI，　sv）。街頭でその手紙を受取ったPhilandreがそれを読み終えた頃を
みはからって物影に隠れて様子をうかがっていたErasteがPhilandreの
前に現われる。そしてしきりにPhilandreをたきっけるが，　Philandreは
その手紙を本気には受取っていないそぶりをみせる（A・・，sv・〉。
　このにせの手紙はどのような波紋を投ずるであろうか。tromperieの結
果はつぎのようになる。
　まずこの誘惑に抗し切れなくなったPhilandreの心変わりがmonologue
によって明らかになる（AII，　SI）。
　その前にTircisとM61iteはお互の愛を確認するが（AII，　svII），その喜
びを隠し切れなくなったTircisがPhilandreにそのことを打ち明けたとこ
ろ，Philandreから例の手紙をみせられてが・くぜんとする。その場でただち
にTircisから決闘を申し込まれたPhilandreはその劔幕に驚いていろいろ
な理由を挙げてそれを回避し，今後M61iteに会わないことをTh℃isに
誓う（AIII，　SII）。　　　　　　　　　　　　・
　Tircisの心の動揺は①怒り，②あきらめと反省，③再度の怒り，④はか
ない希望，⑤はかい希望の打ち消しといった段階をたどって進んで行くが，
最後にはっいに死を決意するに至る（AIII，　sl1）。そしてその決意をcloris
に打ち明けると同時にPhilandreからうばいとってきた例の手紙を彼女に
みせる。ClorisはTircisをなぐさめ，はげますが，そうした妹の努力に
もかかわらず，Tircisの決意は変わらない（Am，　sm）。
　Tircisの口からはからずも恋人Philandreの心変わりを知らされた
ClorisはTh℃isとは違って冷静にその試練に対処する。そしてTrcisか
139
e24
ら彼女の手に渡った手紙をPhilandreにみせて彼の反応を確かめる。　Phi－
landreは彼女から手紙をみせられるといいわけがましい態度をとり，あわ
ててそれを取り戻そうとする。そして手紙をうばい返すことができないと
わかると，急に居直ったような態度に変わってTircisとの決闘を口にす
る。ClorisはそうしたPhilandreの態度を冷静にみつめながら，心の動
揺のすべてをみすかした上で彼を冷かす（以上AIII，　sv，　SVI）。
　二人の関係は冷却したまま二度と元へは戻らない。あとになってPhi－
landreがよりを戻そうと彼女のところへやって来てもClorisはPhilandre
の願いを一切受けつげず，Philandreが腹を立てておどし文句を並べても
せせら笑って相手にせず，二人は完全ifCけんか別れをする（Av，　SIII）。さら
にその後M61iteが二人の間tこ入って再三とりなすが，それでもClorisは
Philandreを許さない（Av，　sv）。そして最後にはErasteとClorisが結婚す
るようになる（Av，　SVI）。
　M61iteの方も自分の結婚相手としてTircisを選んだことを乳母にはっ
きりと知らせる。
このようにune　fausse　lettreを手段として行なわれたErasteのtrom－
perieはClorisとPhilandreの恋を台無にして，　Tircisを死の決意へと
追いやる。
　ところがここで，これまでtromp6であったTircisがla　fausse　mortを
手段とするtromperieによってM61iteの本心をためそうとしたことが契
機となって，trompeurであったErasteが逆にtromp6の立場に立たされ
るようなる。その転機はAIV，　SIIIで訪ずれる。
　まずTircisの死の知らせが彼の友人であるLisisの口からM61iteに
伝れられる。M61iteはその知らせにがくぜんとなり，その場で気絶する。
Clorisは大声で助けを呼ぶ（AIv，　slII）。最初tこClitonがその場にかけっけ
る。ついで乳母が心配顔で姿をみせる。乳母はM61iteが冷たくなってい
るのに驚く。LisisとClitonがM61iteの介抱をしている間にClorisは
倒れそうc，cなりながらTircisのところへかけて行く（Aiv，　slv）。
　他方Erasteの方は自分の仕組んだ策略の成功を喜ぶ。しかし彼の心ec
はPhilandreとClorisを自分の復讐の巻きそえにしたことで多少後悔の
念がわくが，Philandreはそのcr6dulit6のゆえに，　CloriSはTh℃isの
妹であるがゆえec，巻きそえをくっても仕方ないと自分に言いきかせて急
いで後悔の念を追い払う（AIv，　sv）。したがって，Clitonがやって来て，心な
らずも協力したErasteの策略を非難しても一向に動ずる気配はみせない。
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とヒうがClitonの口からM61iteも死んだと聞くとすっかり狼狽してし
まう。そ．して悔恨の果てに精神錯乱を起こし，地獄の幻想を頭に描きなが
ら長いmomologueを続けた末にClitonの肩に倒れてしまう（Alv，　svl）。
　Erasteの精神錯乱はAIV，　SVIIL　SIX；AV，　SIIと続き，その狂った想
念はPaganismeの色彩に色どられ，　Ixion，　M6gさres，　Eum6nides，　Minos，
Tisiphone，　Alecton，　Pluton，　Alcide，　Cerbさre，　Titansの名前がEraste
の口をついて出る。　　　　．
　さらにEraste・はこうした精神錯乱のなかで自分のやbたtromperieを
明るみに出し，それをPhilandre．に聞かれてしまうδPhilandreはEraste
に対して怒りの気持を燃やすが，Erasteが狂ってしまっているので仕方な
くその怒りをおさえ，あげくの果てには彼自身の気持もすっかり混乱に陥
る（Alv，　SVIh）。
　しかしやがてTircisの死がM61iteをためすための策略であつたことが
Lisisの口から明らかに・なる。・Lisisからその知らぜを聞いたClorisは早
速M61iteのところへ飛んで行く（Av，　sx）。
　ClitonからErasteが錯乱状態に陥った話を聞いた乳母は最初半信半疑
の態で’v・るが，やがてErasteの声が聞こえてきたので，　Clitonが早々に
立ち去ったあとも好奇心にかられてその場に残る（Av，　s・）。
・乳母の前に現われた・・Erasteは相変わらず地獄の幻想のなかをさまよい
続け，われとわが身を刺そうと劔に手をやったときに彼女のいることに気
付く。Erasこeの目には最初のうち彼女の姿がM61iteの亡霊にみえる。そ
のうちようやく乳母だということがわかってくるが∫まだ完全に地獄の幻
想からさめ切っていない彼は，乳母も自分と同じように地獄にM61iteや
Tircisを探しに来たものと思い込む。
　Clitonはまっ青になって倒れたM61iteをてっきり死んだものと思い込
んでIErarteにもそう伝えたが，それは誤報で彼女は生きており，．Tircis
の死も偽りで彼も生きているということを乳母はErasteに説明する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k－ようやく正気に戻ったErasteはM61iteに会わせてくれと頼むが乳母は
彼の願いを押しとどめて家で休息をさせる（Av，　s・v）。
　やがてTircisとM61iteが登場して互の再会を喜び合い，二人の愛を確
認して幸福にひたる（Av，　SIv）。正気に帰ったErasteはすっかり前非を悔
いて二人の恋人4）ところへ罰を受けにくるが，M61iteはErasteを許し，
Tircisのはからいで彼をCloris．と結婚させることにする。
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　2．La　Veuve④，②。’
　この劇は二人のロ：ompeursが最後にはtromp6sになるという点から言
えば分類の④に属する作品であるが，trompeursとtromp6sとの関係は
きわめて複雑である。
　まずAlcidonと，’ClariceのNourri㏄という二人のtrompeursに対
してPhiliste，　Doris，　Clarice，　C61idanの四人がtromp6sの立場に立つ
が，AlcidonおよびNourrice対Philisteの関係においては後者が最後ま
で相手のtromperieに気付かないという点で両者の関係は分類の②に属し，
AlcidonとDorisとの関係では双方が互角でtrornpeurとなり，　Alcidon
ならびにNourrice対Clariceならびec　C61idanの関係では前者がtrom－
peurs　tromp6sとなることによって分類の④に属する。
　劇はまずPhiliste－Clarice，　Alcidon・・Dorisという二組のカップルの存在
を前提として出発する。ところが実はAlcidonもClariceを恋しており，
Dorisとの恋はみせかけのものにすぎない。そしてAlcidonはClarice
のNourriceをだきこんでなんとか自分の思いをとげようと腐心するので
ある。このようにしてまずAlcidonとNourriceの共謀によるtromperie
からこの劇は始まる。
　彼らのtromperieの第一の目標はPhilisteであるから，最初のtromperie
は当然Philisteが対象となる。　Philisteを対象とするtromperieはAI，
SI，　SII；AII，　SIII，　SIV；AIII，　SIII；AIV，　SIIIにわたり，そのうち
AI，　SI，　SII；AIII，　SIII；AIV，　SIIIではAlcidorが主導権を持ち，
AII，　SIII，　SIVではNourriceが主導権を持っ。さらにNourriceが主
導権を持っ二っの場合のうち前者ではPhilisteによってtrompeuse
tromp6eにされかかったNourriceがなんとか言いのがれを作って失地回復
をはかるという形のいわば受身のtromperieであり，後者の場合にはむし
ろ直接の対象はClariceである。
　AI，　SIでAlcidonはPhilisteに向ってClariceとの恋にもっと積極的
な態度をとるようにすすめる。Philisteは身分や財産の違いもあるから自
分は自分に合ったやり方で事を進めるからAlcidonはAlcidonに合った
やり方でDorisとの恋を進めればよいと答え，しかもその上Clariceに対
して十分自身を持っているという態度を示す。ところがAlcidonのこの
進言はそれ自体がtromperieなのである。そのことはAI，　SIIにおける
AlcidonとNourriceとの対話で明らかになる。　AlcidonはPhilisteの人
の好さを嘲笑し，彼も実はClariceを恋しており，Dorisとの恋はPhiliste
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を油断させるためのみせかけであること，Nourriceが彼の味方をしている
ことを明らかにする。そしてAI，　SIにおけるPhilisteへの進言自体が
tromperieであることもそこで明らかになる。このtromperieはAlcidon
なりの心理分析に基礎をおいている。すなわちこの進言の目的は第一には
Philisteの心のなかをさぐるためであり，第二にはPhilisteにより大胆な
態度をとらせてClariceに嫌われるように仕向けることである。
　actionの進展にそって話を進めるならば，つぎにはNourriceのPhiliste
に対するtromperieがAII，　SIIIで行なわれる。　NourriceとClariceとの
対話（AII，　sII）で，前者が後者とPhilisteとの結婚に反対しているのを立
き聞きしたPhilisteは早速Nourriceの裏切りを責める。それに対して
Nourriceは，表面的には裏切っているようにみえるがそうすることによっ
てPhilisteに対するClariceの気持をいっそうかき立ていいるのだと巧
妙な言いのがれをするのである。
　AII，　SVIにおいてこの劇最大のtromperieがNourriceからAlcidon
に提案されるが，それに先立ってNourriceはAlcidonに対する自分の立
場を絶対的なものにするために別の策略をめぐらす。
　AII，　SIVにおいてPhilisteとClariceが互の愛を確認し合うのをみた
Nourriceはmonologueにおいてこうした新しい事態の進展に対処する方
策を思案するが，それはまず第一にClariceの本当の気持をAlcidonに知
らせて彼をいら立たせ，Clariceに対して手ひどい復讐を企てる気持にさ
せることであり，第二にはAlcidonがDorisをだましているのではなく，
Dorisの方がAlcidonをだましているのだという事実をつきつけることに
よってAlcidonのいら立ちをいっそうかき立て，この二っの方法によって
自分の存在をAlcidonにとってなくてはならぬものにするという手のこん
だ心理作戦として構想される。この点でAlcidonはNourriceに対して一一
種のtrompeur　tromp6となる。
　このtromperieはAIL　SVIで早速実行に移され，それに続くこの劇最
大のtromperieを準備する。
　DorisがG6ronの仲立ちでFlorangeと結婚することになったという
Nourriceの報告にはAlcidonは一向に動ずる気配をみせず，かえってそ
うなったことを喜びさえするが，ClariceとPhilisteとが互に許し合う仲
になったという報告にはNourriceの予想通りすっかり色を失い，絶望的
な気持のなかでNourriceの助力を求める。
　そこでNourriceはもったいぶった態度でこの事態に対処する方策を
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Clariceにさずける。それはClari㏄を誘拐するという計画である。この
ような計画に対してAlcidonは最初のうちは慎重なかまえをみせる。なぜ
ならこうした計画を実行するには適当な隠れ家や友人の協力が必要であり，
友人の協力をうるにはそれ相応の口実を設けなければならはいからである。
このような疑点に対してNourriceは，　Dorisをうばわれたことに腹を立て
たふりをしてその復讐をするのだという口実で友人たちをだませばよいと
助言する。このようなNourriceの説得によってAlcidonもついにその計
画を実行する腹を固める。
　そこから誘拐に協力するC61idanと，　Dorisの兄Philisteとに対する
Alcidonのtromperieが展開して行くことになる。
　二人の友人に対するAlcidonのtromperieは，AIII，SIXにおけるClarice
誘拐の場を間にはさんでそれぞれ前後二回にわたって行なわれる。C61idan
に対するものはAIIIi　SIとAIV，　SIVで行なわれ，　Philisteに対するもの
はAIII，　SIIIとAIV，　SIIIで行なわれる。前者をAIA2，後者をBIB2と
すれば，劇の進行過程においてそれらはAIBIB2A2という順で組み合わさ
れる。
　A1．　AlcidonからClarice誘拐の計画を聞き，それへの協力を頼まれた
C61idanは初めのうちは躊躇するが，自分もDorisを恋しているので
Alcidonの怒りをもっともだと考え，こうした一種の正義感から協力を約
することになる。ここで初めてDorisに対するC61idanの恋を知った
Alcidonはそれを最大限に利用してC61idanの気持をしっかりと自分に結．
びっける。AlcidonはC61idanに向ってもっと早くC61idanの気持を自
分が知っていたらC61idanのために快くDorisをゆずったであろうと言
うのである。最初は半信半疑の態でAlcidonの話を聞いていたC61idan
もAlcidonの弁舌にだまされて，しまいには友情の厚さにすっかり感激し，
積極的にAlcidonのためにひとはだぬぐ気持になってしまうのである。そ
して隠れ家として自分の城を提供する。
　B1．　Philisteに対するAlcidonのtromperieは二回とも誘据の口実を
本当らしくみせるために自分を裏切った恋人の兄に対する「にせの怒り」
という形をとって行なわれる。これらの場面を通じてAlcidonの陰険さに
対するPhilisteの生一本で誠実な人柄が浮き彫りにされる。　Alcidonから
裏切り者とののしられたPhilisteはAlcidonを懸命になぐさめ，その怒
りをしずめようと努力する。そしてAlcidonとDorisとの恋のためecで
きるだけのことをしようと言うが，AlcidonはFlorangeとDorisとの結
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婚話を持ち出して．Philisteを責める。それに対してPhilisteはそんな話は
自分㊧あずかり知らぬことで，おそらく母のChrysanteが相手の財産に
目がくらんでやったことだろうが，自分は決してそれに承諾を与えないし，
Dorisの方も本心からその結婚を望んでいるのではなく，Alcidonを嫉妬さ
せて，彼の気持を自分の方にひきつけるためにやっていることにちがいな
いと弁明する。しかしAlcidonはそうした話には一切耳を籍さず，　Philiste
に対して決闘を申し入れる。それに対してPhilisteは自分としてはAlci－
donに向ける刃を持たないから欲しけれぱ命をやるのは惜しくないと言い，
さらにFlorangeやG6ronを激しく非難して，　DorisをAlcidonに引き’
戻すために最大限の努力をすると申し入れるので，Alcidonのtromperie
はかえって彼を窮地に追いこむ結果になる。さらにこのtromperieは
Dorisの結婚をめぐってChrysaleとPhilisteの対立をひき起こすことに
なる（AIII，　SVII）。
　B2，　Clariceが誘拐されたあと，怒りに燃えて劔を手にかけてくるPhi－
listeをみたAlcidonは，気をとりなおして決闘に応ずる気になったのか
と詰問する。C61idanがみかねて口をさしはさみかけるとAlcidonは急い
でそれをさえぎり，Philisteに向って執拗に決闘を求める。　Philisteは恋
人を失った上友人にも闘いをいどなまれる身の不幸をなげき訴えるが，
Alcidonは裏切り者には当然の報いだといってとりあわない。　Philist6は
これ以上自分を絶望の淵に沈めないでくれと懇願し，Alcidonのために自
，分がG6ronやFlorangeにとった処置を説明するが，　Alcidonはそれで
も相手の言うことを聞き入れず，いっそう執拗に，決闘を求める。みるに
みかねたC61idanが再び仲に割って入る。　PhilisteはC61idanが仲裁に
入ってくれたのをしおに，いずれAlcidonが自ら納得をしたあかつきに二
人だけで事の次第をくわしく語ろう，それまでは自分の名誉に汚点がつい
ても友情をこわすよりはましだと言って立ち去る。
　A2．　PhilisteのAlcidonに対する態度を直接目撃して二人の仲裁役まで
買って出たC61idanにはPhilisteの誠実さに裏があるとは考えられなく
なり，Alcidonの方が何か思い違いをしているのではないかと思うように
なる。そこでその旨Alcidonに忠告するが，　Alcidonはあ’くまでもPhiliste
が自分をペテソにかけてだましているのだと言いはってきかない。そこで
C61idanはPhilisteの気持や行動がどんなに不可解でも機会さえうまくつ
かめばAlcidonの希望はとげられるのだからこれ以上ことをおくらせずに
一応Philisteのことばを真に受けて一日も早くDorisと結婚するのが上
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策で，もしPhilisteに二心があればそうすることによってPhilisteを窮
地に陥れることになると助言する。
　しかし事がそのように運んでしまっ．ては困るAlcidonは再び偽りの友情
をC61idanに披渥してその窮地を脱しようとする。すなわち，自分の幸
福をえるにはC61idanの言う順序で事を運ぶのが当然であるが，長い間自
分のためにがまんを重ねて来たC61idanの幸福の方が先決であって，今度
は自分の方がC61idanに報いる番であり，そのためにはどんなことでもす
るつもりであり，自分の幸福を犠牲にすることも嫌わないと言う。
　しかしC61idanの方は，友人の幸福を犠牲にして自分の幸福をはかる気
にはなれないし，そんなことをすれぽAlcidonの相手がいなくなってしま
うではないかと反論する。
　それに対してAlcidonは自分の方はClariceと結婚するからその心配
にはおよぱないし，自分がC61idanのために努力するのは当然で，そうし
た努力をしないことは友人に対する忘恩であるとC61idanに対する友情の
厚さと義理がたさとを誇示する。そしてさらにことばをついで，Dorisを
C61idanに差出すのは自分の義務であり，　Clariceと自分とが結婚するの
は裏切老に対する復讐であり，自分のことばが偽りでない証拠にDorisを
説得してみせるし，自分の怒りをしずめる代償としてPhilisteにもそれを
承諾させると力説する。こうしたAlcidon一流の熱弁に人の好いC61idan
は再びごまかされてしまい，喜びと感謝のあまりAlcidonのためならなん
でもしようと答えるのである。
　C61idanがそうした気持になるのを待っていたAlcidonは頃合いをみは
からって最後のtromperieをC61idanに提示して協力を求める。それは
la　fausse　mortを手段とするもので，　Philisteの死のうわさをClariceに
信じこませて，それによって生ずるClariceの心のすきに乗じて自分の恋
をClariceに受け入れさせようというこんたんなのである。
　ところがいったんはだまされたかにみえたC61idanは結局はだまされな
かったのである。一度彼の心に生じた疑惑の雲は次第に大きくなって行く。
’そのことに話を進める前にここでいったん話を誘拐の場に戻そう。
　AIII，　SIXで行なわれる誘拐の場ではC61idanがAlcidonとともに庭に
しのび入り，そこに出ていたClariceをおそって外に待たせてあった馬車
に乗せて連れ去るのである。
　この場とそれに続く場（AIII，　sx）において，　Nourriceの四回目のそして
最後のtromperieが行なわれる。まず誘拐の場では，彼女はわざと気絶し
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たふりをして誘拐を助ける。そして彼らが立ち去ったあとで，頃合いをみ
はからって気絶したふりをやめてさわぎ出すのである。
　さていったんはAlcidonの巧みな弁舌にだまされ，彼からの新しい提案
まできかされてそれを引き受けたC61idanも，一人になって事の次第を
じっくり考えるうちにAlcidonに対する疑惑の雲が次第に大きくなって行
き，ついにはそれを否定しえなくなる。こうしたC61idanの心の動きは
AIV，　SVのmonologueによって示される。これh：　trompeursと【romp6s
の立場が逆転する契機となる。要するにC61idanはAlcidonのあまりの
気前のよさにかえってその心情をあやしむようになり，Clariceに対する
Alcidonの執心を見抜いてしまうのである。そこでC61idanはAlcidon
の本心をあばく決意をし，もし自分の疑惑が本当であったら，Alcidon
のような裏切者には今後一切協力しないばかりか，自分をこれまでだまし
てきたお返しをAlcidonにしてやろうと固く心に誓う。　C61idanの脳裏に
はClariceを誘据をしたときのAlcidonやNourriceの不審な態度も合わ
せて思い出されてくる。
　C61idanのtromperieは二っにわけて行なわれる。第一のものはNour－
riceに対するものでAIV，　SVIにおいて行なわれ，第二のものはAlcidon
に対するものでAV，　SIIIにおいて行なわれる。　Nourriceの敗北はtrom－
perieの直後に実現されるが，　Alcidonの敗北はtromperieのあとしばら
く間をおいてAV，　SIXで実現される。そして二つのtromperiesの間には
C61idanによるClarice救出の場がAV，　SIにはさまれる。
　Nourriceに会ったC61idanは誘拐後の経過を自分のえた情報という形
でっぎのように語る。
　①ClariceはPhilisteに助けられて安全な場所にいる。
　②Philisteは山賊たちの馬車が道でひっくりかえって彼らが地面に投
げ出された機会をとらえてClariceを救い出した。賊の一人はPhilisteに’
殺されたが他の一人は逃げてしまった。
　③殺された賊の名前はAlcidonである。
　ここでは彼はNourriceの反応をみるが，彼女はAlcidonが殺された
ことに対して，気の毒だがいたし方ないという態度をとる。
　そこでC61idanはさらに作り話を続け，　Nourriceに決定的な打撃を加
える。
　④Alcidonは死にぎわに共犯者の名前を名乗った。それはNourriceで
ある。
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　この話を聞いたNourriceはC61idanの策略にまんまとひっかかって怒
り出し，Alcidonのこれまでの行状やその本心を一切ぶちまけてしまうの
である。そして抜け目なく自分の逃げ道を準備し，Alcidonは自分の助け
を借りてClariceを得ようとしたが，自分がその申し出をはねつけたので
その腹いせに自分に罪をかぶせようとしたのだと言う。
　Piqu6　de　mes　refus，　il　me　fait　criminelle，
　Et　mon　crime　ne　vient　que　d’6tre　trop　fidさ1e．
　Mais，　Monsieur，1e　croit－on？
　しかしC61idanはそんな弁解を軽く聞き流し，　Nourriceにはやがてきび
しい罰がくだるといううわさであること，ClariceはNourriceがわざと気
絶したことを知っており，それを怒ってClariceはNourriceに復讐をす
ると言っていること，したがって彼女が戻ってくるまでこんなところにく
ずくずしていては大変である，と言ってNourriceをおどかす。
　C61idanのおどしを真に向けたNourriceはすっかり度を失い，頭が混
乱してしまってどこへ行ってよいやらわからないと泣言を言う。そこで
C61idafiは自分の家は行けと指示し，彼女を庇護するような形で，実は巧
みに彼女を遠ざけ，一定の場所に閉じこめてしまう。
　つぎの場（Alv，　svll）でC61idanは策略が予想以上に容易に成功したの
を喜び，その気持をmonologueのなかでつぎのように述べる。
　Aprさs，　nous　ferons　voir　qu’il　ne　faut　d’une　affaire
　Ou　du　tout　ne　rien　dire，　ou　du　tout　ne　rien　taire，
　Et　que　depuis　qu’on　joueムsurprendre　un　ami，
　Un　trompeur　en　moi　trouve　un　trompeur　et　demi．
　trompeurとtromp6の立場が逆転したことがここにはっきりと示され
ている。
　先にも一寸触れたように，C61idanがAlcidonにtromperieを行なう
前にC61idanによるClarice救出の場が挿入される（Av，　sl）が，それ自
体がAlcidonに対するtromperieである。　Clariceのもとにかけつけた
C61idanは誘拐の行なわれた原因，いきさっを簡単に説明し，その主謀者
と共犯者の名前を教えようかとClariceに尋ねる。それに対してClarice
は誘拐の成功が期待を裏切った今はいまわしい苦しみの思い出を忘れるた
めに彼らの名前など聞かない方がよいと答える。そして改めてC61idanに
感謝のことばを述べ，Philisteに一刻も早く彼女の無事を伝えるように頼
む。
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　このあとAV，　SIIIにおいてAlcidonに対するC61idanのtromperieが
行なわれる。ようやくAlcidonをさがし出したC61idanは彼に頼まれた
策略la　fausse　mort　de　PhilisteをClariceに信じこませる．eとに成功し
たと報告し，合わせてClariceが絶望的な気持のなかでAlcidonの名前を
口に出したと言ってAlcidonを喜ばせる。
　AV，　SIVにおいてAlcidonは予期しない場所にClariceがPhiliste，
Chrysale，　Doris，　C61idanといっしよにいるのをみて顔色をかえる。　Cla－
riceはすかさずそりことを指摘する。　Alcidonは自分が顔色を変えたのは
裏切者が自分の恋人をうばったのをみて突然怒りがこみ上げて来たからだ
と言ってC61idanをののしる。それに対してC61idanは今なおAlcidon
が卑劣なふるまいをするなら婦人の前でも用捨はしないそとAlcidonをお
どしっける。Philisteはこの期におよんでもなおAlcidonに同情を示し，
自分の約束を守ってDorisをAlcidonにやろうと言う。しかしC61idanの
怒りにどぎもを抜かれたAlcidonはDorisとの恋はうそで，実はClarice
を愛していたこと，そのためにClariceを誘拐したこと，したがってその
誘据の張本人は自分であり，共犯e：　C61idanであると報告して，そそくさ
とその場から逃げ出す。
　こ5．したtromperieの応酬のなかでPhilisteとClariceとの恋は一定
の順序を経て徐々にそして確実に進展して行く。
　①AI，　SV．　Daphmisの家での社交の集まりから出て来た二人の対話の
なかで，PhilisteはClariceへの愛を間接的なことばで相手に伝える。
　②続いてAI，　SVIにおけるClariceのmonologueとAII，　SIのPhi－
1isteのmonologueによってそれぞれの気持が示される。　Clariceの方は
身分違いの恋を成就させるからにはPhilisteがもっと積極的になって欲し
いと願う。Philisteの方はその心が希望一躊躇一希望の放棄一希望
の復活という動揺の形で示ざれる。　　　’
　③AII，　SIVで二人は初めて互の愛を確認する。
　④AIII，　SVIIIでClariceは美しいstanceに託して現在の自分の幸
福を自然に向って歌う。その直後に誘据が起こる。
．⑤AIV，　SIとSIIにおいて，下男のLycasからClarice誘拐の知ら
せを受けたPhilisteの悲しみと怒りがそれぞれ示される。
　⑥AV，　SVIIIにおいて二人は再会を喜び合い，改めて二人の愛を誓う。
　Dorisは決してAlcidonにだまされない。彼らは二度にわたって一騎打
の火花を散らす（AII，　sv，　A・v，　svl・）。母親のすすめもあって仲介人の
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G6ronを介してFlorangeとの結婚話が起こるが，兄のPhilisteの反対で
なかなか話がまとまらないうちにC61idanが彼女との結婚を決意し｛Av，
sII），求婚する（Av，　svl）。　PhilisteはAlcidonとC61idanの間に立って
困惑するが，結局Alcidonの正体がばれて二人は結婚するようになる
（Av，　sx）。
　この劇は三つのCyclesにわけて考えることができる。
　1e「cyclesはAlcidon，　Nourrice対Philiste，　Clarice，　C61idanによって
構成され，2e　cycleはPhilisteとClariceによって構i成される。3e　cycle
はDorisを中心にChrysaleとPhilisteが一方の側を構成し，　Alcidonっ
いでFlorangeとG6ron，最後にC61idanがそれに対置される。　tromperie
が行なわれて．trompeursとtrOmp6sの関係が成立するのは1e「cycleに
おいてのみである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　3．La　Galerie　de　Palais．②，④
　この喜劇は終始日常的でしかも心理的な次元で展開されるのでtrom－
perieの担い手であるAronteやFloriceもあまり表面に立たず，影の狂言
廻わしとして活動することが多く，h6rosのLysandreも二人のh6roines，
C61id6eとHippolyteもそれまでのものよりも複雑な陰窮に富ん・でいるた
めにtrOmperieそれ自体も彼らの織りなす微妙な心理の動きのなかに組み
込まれて，actionの上に鮮明な像として浮かび上がって来ないという特徴
がある。
　LysandreのC61ide6に対する恋，　HippolyteのLysandreに対する恋，
DorimantのHippolyteに対する恋，これらの基本構図の上にHippolyte
を支援するFlorice（Suivante　d’Hippolyte）とAronte（Ecuyer　de　Ly－
sandre）の活動が加わって複雑な波紋が拡がって行く。
　この劇に現われる五っのtromperiesのうち四っはいわゆるfeinteを手
段とし，それを軸に展開する。Aronte，　Florice，　Hippolyteという三人の
trompeursに対してLysandre，　C61id6eがtromp6sの立場に立ち，
tromp6eとしてのC61id6eとの関連でDorimantもtromp6の列に加わ
る。一度だけC61ide6，がDorimantに対してtrompeuseとして立ち現わ
れるが，その場合にはDorimantはtromp6とならない。
　第一のtromperieはFloriceがその提案者であり，Hippolyteがその担
い手となってC61ide6に対して行なわれる（AII，　sv，　svl＞。
　Hippolyteは
　La　force　de　l’amour　parolt　dans　la　souffrance．という考えに立って，
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Lysandreを夢中にさせるためにC61id6eが彼に冷たい態度をとるように
すすめる（AII，　svl）。　C61id6eはHippolyteの手前Lysandreに自信の
あることを示すためにその提案を受け入れはしたものの，Lysandreを愛し
ている彼女にしてみればこの芝居の結果がどうなるかわからないので一人
になって考えるとにわかに自信がなくなって不安な気持になるが，ようや
く意を決して実行にふみ切ることにする（AII，　svll・，　monologue）．
　C61id6eによるfeinteの実行はAII，　SVIIIで示され，その結果はAII，
SVIIIとAII，　SIX（monologue　de　Lysandre）ならびにAIII，　SIVで示さ
れる。C61id6eの冷たい態度に狼狽したLysandreは自分と会ってくれる
だけでもよいからとC61id6eに哀願する（AII，　svlll）。そしてそれに続く
monologueにおいて冷たい仕打ちから受けた心の痛手を切々と訴えながら
もC61id6eに対する自分の愛はこれまで通り保ち続けて行こうと決意する
（AII，　slx）。その後，　Hippolyteからfeinteの首尾を尋ねられたC61id6e
はLysandreの態度によって自信を深めたばかりか，彼に対する愛情が改
めて強く燃え上がってきたと告げる（．A．…，s・v）。
　要するに第一のtromperieの結果はLysandreには痛手を与えたもの
のC61id6eに対しては逆効果となってしまったわけである。したがってこ
のtromperieにおいてはFlorice，　Hippolyteというtrompeuses．がLy－
sandreをtromp6にはするが，　C61id66との関係ではtrompeuses　trom－
p6esとなってしまうのである。つまりそこでは②と④が平行して現われ
ることになる。　しかし結果を別にすればHippolyteの提案を額面通り受
け入れ，それを実行に移したC61id6eはやはりtromp6eである。
　第二のtromperieはAronteがその担い手となって　Lysandreに対し
て行なわれる（AIII，　sI，　sII，　slII）。今度はAronteからLysandreに同じ
くfeinteの提案がなされ，その手段としてHippolyteを恋するようにな
ったふりをすることをすすめる（AIII，　SI）。そこまでやる自信のないLy－
sandreはもう一度C61id6eに直接当たってみてからと言って躊躇を示す
が，Aronteは自信たっぷりに自説を強調してやまない（AIII，　slI）。その
後にLysandreが心変わりをしたという知らせがFloriceからHippolyte
に伝えられる（AIII，　SIII）。
　このtromperieはHipPolyte　eこ対するLysandreの求愛という形をと
って実行に移される（A・・1，sv，　sv・）。　Lysandreの急激な変わりように
Hippolyteは戸迷いながらも最後まで疑いを棄て切れない‘AIII．　sv．　sv1）．
そしてその場にいたC61id6eはいたたまれなくなって逃げ出す（AIII，　sv1）。
127
36
C61id6eの悲しみと心の動揺はAIII，　SIXとSX，特にSXのmonologue
によって示される。
　HippolyteはLysandreの求愛を拒絶し，彼の言動を最後まで疑ってか
かるのであるからその点では第二のtromperieは所期の成果をおさめなか
ったわけだが，C61id6eに痛手を負わせたという点では一応の成果をおさ
めたことになる。したがってHippolyteに対して　Lysandreは一種の
trompeur　tromp6となるが，　C61id6eの方は完全なtromp6eとなり，こ
の場合にも②と④が同時に現われる。
　第三のtromperieはAronteからHippolyteに提案され，　Aronte自
身がその担い手となってLysandreに対して行なわれる。
　AronteはHippolyteに向ってLysandreの彼女に対する求愛がC61id6e
をためすためのみせかけのものであることを打ち明ける。Hippolyteは彼
のfeinteが本物になるようにAronteに助力を懇請する。論議の末に
Lysandreの嫉妬をかり立てる方法としてDorimantを利用しようという
提案がAronteからなされる。
　このtromperieはC61id6eがDorimantといっしよにいるところを
AronteがLysandreにみせるという形で実行される（AIII，　slv）。
　その結果はまずAronteに対するLysandreの非難となって現われる。
なぜならこういう結果になったのはAronteの提案すなわち第二のtrom－
perieを実行したためにほかならないとLysandreは考えるからである。
それに対してAronteは事態がこうなった以上この際C61id6eからHip－－
polyteに相手を変えてしまったらど゜うかという提案をする。ここでいよい
よAronteの本当の目的が姿を現わしたわけである。ところがその提案は
Lysandreによってきっぱりと拒否され，　Aronteは追放されてしまう
（Ain，　Slv）。
　結局第三のtromperieにおいてはLysandreは一応tromp6となった
ものの，Aronteの気持をC61id6eからHippolyteに変えるという肝心の
目的は達成されず，LysandreのDorimantに対する怒りをひき起こす結
果だけに終わる。　しかも，Aronteが追放されるというおまけまでつくの
である。
　ところでC61id6eとDorimantがいっしよにいたのはどういう訳なの
であろうか。第三のtromperieが提起される場面とそれが実行され前記の
ような結果をみる場面との間には第四のtromperieを含む別の場面が挿入
ざれているのである（AiV，　SI・，　SIII）。
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　AIV，　SII　（；こおいてC61id6eはDorimantにLysandreがHippolyteを
愛するようになったと告げる。Dorimantは再三彼とHippolyteの恋に助
力を約束して，・たLysandre（AI，　sIxとAII，　sIII）の裏切りに対してすっ
かり腹を立てて決闘の決意をする。思わぬ結果にあわてたC61id6eは
Dorimantにfeinteの提案をする。二人が恋仲になったふりをしてHip－
polyteやLysandreの嫉妬をあおろうというのである。これが第四の
tromperieであって，　C61id6eがその提案老となる。しかしそのtromperie
はDorimantによって拒絶されて実現するには至らない（Aiv，　sIII）。　Ly－
sandreがAron［eからみせられた場面とはこのようなものである。
　AronteはすでにAIV，　SIにおいてC61id6eに会う意図をHippolyteに
述べているし，AIV，　SIIにおいてもDorimantが姿をみせる前にC61id6e
といっしよにいるのであるからこれらの場面はC61id6eによるtromperie
を含めて第三7）［romperieの実行の一部とみなさなければならないであろ
うが，AronteとC61id6eとの対話の内容が一切示されていないのでその点
はあまり明確iではない。もしC61id6e独特の動きによって生じた独立性の
強いものであるとしたら，AIV，　SIVで示される第三のtromperieの実行
は偶然に依拠した根拠の弱いもg）となる。しかもAIV，　SI，．SIIを第三の
tromperieからは独立した場面だと考える余地は十分にあるのである。な
ぜならばC61id6eがDorimant　eこ告げた内容はC61id6e自身が直接目撃
して知っていることであるし（Am，　sv），特に第四のtrQmperieはDori－
mantが決闘の決意をしたことが契機となって，それを押しとどめる方策
として提起されたという形をとっているからである。
　いずれにせよ第三のtromperieによって生じたLysandreのDorimant
に対する怒りと，C61id6eの告げ口から生じたDorimantのLysandreに
対する怒りはAV，　SIで対決の場をむかえ，　AV，　SIIの決闘の場へと導
かれて行く。
　第五のtromperieはHippolyteからC61id6eに対して行なわれるもの
で，Hippolyteのつくり話がその軸となる（AIv，　svlll）。このtromperie
は動機の激しさとは裏腹にtromperieと．いうにはあまりにも微弱なもので，
せいぜいC61id6eに対してHippolyteの自尊心が多少満足させられる程度
の効果しか生まず，あとは二人の娘の間にそれぞれの屈折した心理に基づ
く微妙なかけひきめいたもが行なわれるにすぎない。AIV，　SVIにおいて
青ざめているLysandreにHippolyteヵミ近寄って行ぎ，彼をなぐさみよ
うとするが，彼はそれを受けっけない。HippolyteはLysandreの冷たい
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態度に嫉妬と怒りの気持をおぼえ，心に復讐を誓う（A・v，sv・）。二人が話
をしているのを目撃したC61id6eはその内容をHippolyteから聞き出そ
うとする。HippolyteはLysandτeの求愛を拒否したのだとうそをつく。
C61id6eはLysandreをあきらめる口ぶりで，二人の仲がうまく行ったら
Do血nantを自分にゆずってくれと言う。それに対してHippolyteは二人
のうちどちらか一人がC61id6eを気に入ったら，それを契機に自分は二人
の恋人から解放されたいと言う。C61id6eは二人の男に愛されている
Hippolyteをうらやむ。
　決闘は結局C61id6eの介入によって事なきをえる。
　LysandreはC61id6eに自分の行なったfeinteを告白して二人は和解
する（Av，　Slv）。
　Lysandreは，　C61id6eの父親Pleirantの仲立ちもあって，自分の行な
ったfeinteをDorimantにも告白し，二人の間にも和解が成立する（Av，
svl，　sv・1）。　DorimantはこれもPleiranteの仲立ちでHippolyteと結婚す
るようになる。Hippolyteの方は母親が承諾するならという条件でDori－
mantを受け入れるのである（Av，　sv）。　　　　　　　　　　　　　　　’
　この劇にみられるtromperieは部分的な効果はあげてもそれに対立する
逆の効果を伴うことによって相殺されたり，相手に全く通じなかったりし
’て座折する。またこれらのtromperieによってLysandreとHippolyte
の距離はちぢまらず，C61id6eとLysandreの距離も拡がらない。したが
ってd6nouementと関連を持っのはLysandreがC61id6eとDorimant
にそれぞれ自分の行なったfeinteを告白することによって和解が生ずる
という点においてだけで，したがって両者の間には必然的な結びっきが稀
薄である。
　この劇の心理劇としての色彩は，AI，　SVIII；AII，　SIX（monologue　de
Lysandre）；AIII，　SX（monologue　de　C61id6e）；AIV，　SV　（monologue
de　Lysandre）；AV，　SI（monologue　de　Lysandre）において展開される，
愛の情念の分折によっていっそう強められる。
　4．La　Suivante・④，③，②．
　Th6anteはDaphnisを恋するようになる。　Th6anteはDaphnisの
SuivanteであるAlnaranteと親しくしていたが，　Daphnisを恋するよう
になってからAmaranteがじやまになり，女を燃え上がらせることはあっ
ても自分が燃え上がることはないと自慢しているFlorameをたきつけて
Amaranteと恋の手管を競わせようとする。ところがFlorameの方も
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Daphnisを恋しており，Th6anteの口車に乗せられたような恰好でAma－
ranteとつき合うようになったのはDaphnisに接近する手段にすぎない。
Th6anteとFlorameの共通の友人であるDamonはTh6anteに味方し
てFlorameに対抗するのを助ける。　Daphnisの方はFlora皿eを愛して
いる。AmaranteもFlorameを恋するようになる。　AmaranteはTh6ante
の気持もFlorameの気持もDaphnisの心もよく承知の上でFlorameと
の恋をなんとか成就させたいと考えている。他方Daphnisの父親G6raste
は隣人のC61ieを仲に立ててFlorameの妹Floriseを妻に迎えたいと考
えている。
　これらの基本的な人物模様がtromperiesやquiproquoによって複雑
にもつれ合ってactionを展開して行く。この劇ではその進行の過程にあ
っては主要人物のほとんどがtrompeurの立場に立って互角にtromperie
を競い合うから，trompeursだけがあってtromp6sはほとんどいない。せ
いぜいAmaranteに対してG6rasteやClarimondがtromp6sの立場に
立っ程度である。
　しかし結果からみると真のtrompeursはDamonとFlorameである。
それに対してAmaranteとTh6anteがtromp6sの立場に立っ。彼らはま
ずtrompeursとして現われるのであるから結果的にはtrompeurs　tromp6s．
となる。したがってこめ劇は大筋おにいては分類の④に属するが，③や②
の要素も部分的に合わせ持っているのである。
　この劇ではexpositionの部分からtromperieが登場し，合わせて十七
回のtromperiesが行なわれる。
　1e「etromperie：Th6anteからFlorameに対して行なわれる（A・，　sl）。
　2etromperie：FlorameからAmaranteに対して行なわれる（AI，　sI）。
　以上二つのうち前者はAmaranteをFlorameに押しつけるためのもの
である。後老はFlorameがDaphnisと接近するためのものである。
　3etromperie：DamonからTh6anteに対して行なわれる（AI，　s・〉。
DamonからTh6anteにし対て示される友情，助言という形をとる。表
面的にはFlorameを対象とする二人のtromperieのようにみえるが，実
はそうではないことがやがて　15etromperie（Alv，　sv）によって明らかに
なる。
　4etromperie：これはなんとかAmaranteをFlorameに押しつけよう
とするTh6anteと，目的を果してAmaranteをTh6anteの手に戻そう
とするFlorameとの間のかけひきという形をとる。
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　5etromperie：FlorameとAmarante相互の間で行なわれる（AI，　svI）。
Amaranteのコケットリーに訴えて，なんとかFlorameを彼女にしばりつ
けておこうとするTh6anteの作戦である。
　6etromperie：DaphnisとTh6ante相互の間で行なわれる（AI，　svl）。
なんとかFlorameをAmaranteから引きはなうそとするDaphnisと，
そうはさせまいとするTh6anteとの間のかけひきである。
　7etromperie：Th6anteがDaphnisならびにFlorameに対して行なう
ものである（A・，svI・）。　Th6anteがDaphnisのもとから早々にFlorame
を連れ去るという形で行なわれる。　　　　　　　　　　　　　　　．
　8etromperie：AmaranteとDaphnis相互の間で行なわれる（AI，　svlll）。
FlorameをなんとかAmaranteのもとから引きはなそうとするDaphnis
と，彼を自分のもとにひきつけておこうとするAmaranteとの間で行なわ
れるかけひきである。AmaranteはTh6anteがDaphnisを恋し（いるの
だと告げる。それに対してDaphnisはそれはAmaranteの気持をひくた
めのfeinteであると主張する。
　9etromperie：AmaranteからFlorameに対して行なわれる（AI・，　sIII）。
AmaranteはFlorameの本心をなんとか白状させようとし，　Flora皿eは
巧みにAmaranteの攻撃をかわす。それに先立ってAmaranteはAI，　SIX
のmonologueにおいて彼女がDaphnisの本心もFlorameの本心も知っ
ており，いったんは不実なFlorameをあきらめかけるが彼に対する恋心
を否定することはできず，素知らぬ顔でFlorameにやさしい態度をとり
続ける決意をするのである。
　10etromperie：AmaranteとDaphnis相互の間で行なわれる（AII，　sv・・）。
これも両者の腹の探り合いである。
　11etromperie：AmaranteとTh6ante相互の間で行なわれる（AI・，　svIII）。
これはfeinteの応酬によるかけひきである。　Th6anteは自分の姿をみて
Daphnisが退場したことの真意を知りたがる。　AmaranteはFlorameが
Daphnisにふられたというつくり話をし，まだFlorameに会った不快な
気分がなおらないからTh6anteにいやな思いをさせてはならないと考え
て退場したのだと言う。
　12etromperie：DamonからTh6anteに対して行なわれる（AII，　slv）。
表面上はDamonとTh6anteとの共同作戦によるFlorameに対する
tromperieのような形をとるが，実はDamonのTh6anteに対するtrom－
perieであることがやがて15etromperieで明らかになる。　Th6anteは
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DaphnisがFlorameを追い払ったというAmaranteの話をそのまま
真に受けて，それをDamonにしたところ事実は全く逆で，　Daphnis
に愛の告白をする機会をえてFlorameが宇頂天になっていることを知ら
される。そしてDamonの方からなんとか手を打たなければならないと
Th6anteをけしかける。　Th6anteはいったんFlorameとの決闘のことを
考えるが，そんなことをすれぽどちらか一方が死に，もう一方は逃げ出さ
なければならない羽目となって二人ともDaphnisがえられなくなり，第
三者に漁夫の利を占められることになるのでそんな考えは打ち消される。
しかしこれといった思案もほかに浮んでこないのでDamOnに何か策はな
かと尋ねる。それを待ち受けていたDamonは同じくDaphnisに恋して
いるClarimondとFlorameを決闘させるようにすればよいと提案する。
そんなことが容易にでぎるのかと案ずるTh6anteに，十分成算があると
DamOnは答えるe
　13etromperie：AmaranteからClarimondに対して行なわれる（AII・，
slll）。なんとかFlorameをDaphnisからはなしたいと考えているAma－
ranteはClarimondをおだててDaphnisの父親に会って了解をえること
がDaphnisと結婚する早道だと教える。
　14etromperie：AmaranteからG6rasteに対して行なわれる（AH・，　svl）。
Amaran［eはG6rasteに対してClarimondとDaphnisとは互に愛し合
っているが，Daphnisは父親に遠慮してClarimondに冷たい態度をとっ
ているのだと告げる。娘のけなげな態度にすっかり感激したG6raste・よ二
人をいっしよにさせる決心をする。このtromperieはやがてG6rasteと
Daphnisとの間に二回にわたるquiproquoを生じさせる（AIII，　svllと
Alv，　SII＞o
　最初のquiproquoではG6raste　eまDaphnisに向って自分は彼女の恋
を知っていてそれを許しているのだから自分に隠しておく必要はなく，早
く相手にも本心を打ち明けるようにと言う。DaphnisはG6rasteの話を
Clarimondとのことだとは思わず，　Florameとの恋が父親に許されたも
のと感違いして喜ぶのである（AIII，　SVI）。
　DaphnisはAmaranteを散々からかったあげくに父親がFlorameと
自分との恋を認めてくれたと告げてAmaranteを混乱に陥れる（A…，sx
SXI）。
　第二のquiproquoに先立ちG6rasteとFlorameとの間に取り引きが
行なわれる。すなわちFlorameはG6rasteに妹のFloriseをやる代わり
121
42
に自分にはDaphnisをくれるようにという交換条件を持ち出すのである。
G6rasteはその条件をのむ。その足でDaphnisのところへ行ったG6raste
はいきなり，親に対して忠実なら恋人を変えろとDaphnisにせまる。
Daphnisは父親の心変わりに対して懸命に抵抗するがG6risteは考えを
変えない。Daphnisを去らせたあとでG6rasteは娘への愛情と自分の恋
とのジレソマに立たされるが，結局は自分の恋のために娘の恋を犠牲にし
てしまう決心をする。
　FlorameとG6rasteとの交渉のいきさつを知らないAmaranteはG6－
rasteが自分との約束をたがえたことで彼を非難する。　G6rasteもDaphnis
の恋しているのがClarimondであるというAmaranteの主張を認めはす
るが自分の意志を変えようとはせず，逆にAma｝anteに対してDaphnis
を説得するように命ずる。かくしてAmaranteは自分の仕掛けたわなに自
らはまり込んで首をしめる羽目に陥るのである。
　15etromperie（AI，s）：ここでいよいよDamonの正体が明らかにさ
れる。彼は本当はFlorameの味方で，二人は共同してTh6anteをだまし
ていたのである。そして二人は正面には姿をみぜずにFlorameとClari－
mondとを決闘させようとしているTh6anteの卑劣さをあざ笑う。
　16etromperie（AI，sI）：これはTh6anteらかFlorameに対して行
なわれるものであるが，相手の手の内を十分に知っているFlorameと
Th6anteの立場は途中で逆転してtrompeur　tromp6としてのTh6ante
の姿が端的に示される。FlorameはTh6anteにDaphnisとの恋を告げ，
AmaranteとTh6anteがよりを戻すようにすすめる。それに対してTh6－
anteはClarimondがFlorameに決闘を申し込む意向であることを告げ
る。Th6anteの手の内を知っているFlorameは勇気のほどを誇示する。
Th6anteはいたし方なくFlorameをげきれいし，勇気のほどをほめたた
える。Florameはそれに追い打ちをかけるように，挑戦状の来るのが待ち
どおしいと言い，明日までに介添人を用意すること，自分たちはChateau
de　Bissetreで彼を待っているということを内容とするClarimondへの伝
言をTh6anteに依頼する。　Th6ante’は次第に窮地に陥り，Clarimondの
方があきらめたら決闘をする必要はないとか，Clarimondが決闘をしたが
っているというのはにせのうわさかもしれないといって尻ごみをみせ始め
る。そしてしまいには決闘をやめさせたい口ぶりをみせる。Th6anteが去
ったあとFlorameはTh6anteの間抜けさ加減を嘲笑する。’
　一方Daphnisの方は第二のquiproquoの結果，義務と愛情のジレソマ
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に陥って悩み，もしFlorameと、結婚できなけれぽほかのだれとも結婚し
ないと明言する。Daphnisから話を聞いてFlorameの方も思い悩む。こ
の点ではDaphnisもFlorameも　Amaranteに対してtromp6sの立場
に立たされる。
　17etromperie：DamonからTh6anteに対して行なわれる（Av，　sI）。
DamonはいぜんとしてTh6anteに例の決闘の計画を推進するようにすす
めるが，Th6anteはすでにその計画を放棄している。その理由はたとえ
FlorameとClarimondを決闘させて自分だけがあとに残ってもDaphnis
の心がえられる望みがないことと，Florameに対する友情から自分に代わ
る第三者が決闘のあとでFlorameにとって代わることには耐えられない
ということの二っである。すでにClarimondをたきつけたあとであるか
ら，Damonはなおも決闘の計画に固執するが，それでは二人の決闘のう
わさを流して公権力の手でそれを阻止させようという提案をTh6anteが
する。そんなことをすれば自分のtromperieがばれてしまうのでDamon
は自らそのうわさを流す役を買って出る。Th6anteはFlorameがDa－
phnisをえて幸福になる姿を目の前にするのは耐えられないのでイタリア
に逃げると告げる。AmaranteのことについてはFlorameがDaphnisと
結婚する以上，それより身分の低いAmaranteとは結婚できないと言う。
　結局quiproquoが解消することによってこの劇はd6nouementをむか
える。
　Florameの姿をみて喜ぶDaphnisの様子を目の前にしたG6rasteは
Daphnisの恋しているのがClarimondではなくFlorarneであったこと
をさとる。これでAmaranteのtromperieがぽれ，それは完全に挫折す
る。FlorameとDaphnisとの恋は自分の利害とも一致するのでG6raste
はそのことを大変喜ぶ。かくしてFlorameはDaphnisと，　G6rasteは
Floriseと結婚することになる。　AmaranteはFl6rameが仲に入って許さ
れる。
　最後のmonologue（A、，slx）で，　Amaranteは自らの敗北を卒直に認
める。．しかしDaphnisの成功は彼女の美しさゆえではなく，その財産と
父親がたまたまFloriseに恋していたゆえだと負けおしみを言う。そして
Th6anteもFlorarneもDaphnisに近づくために自分にfeinteを行ない，
二人とも自分からはなれてしまった身の不幸をなげく。G6rasteに対して
は激しい憎悪をむき出しにしてのろう。
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　5．La　Place　royale．②，④
　この劇では三つのtromperiesが行なわれるが，主要なものはAlidorを
担い手としてAng61iqueを対象に二度にわたって行なわれるものである。
　最初のものはune　fausse　lettreを手段として行なわれる（A・1，　s・）。第
二のものは巧妙な弁明と誘拐を手段として行なわれる（Am，　s・v，　sv・；Alv
sl，　sll，　slll，　sv，　svl）。三番目のものはPhylisによってC16andreに対し
て行なわれるものである（AII，　svll，　svlII；AIII，　sl，　sl・）。
　PhylisとAng61iqueは友人同志であるがその恋愛観は対照的に異なり，
前者は恋人が多数あった方がよいとし，後者は恋人は一人で十分だと考え
る。Phylisの兄DorasteはAng61iqueを恋しているが，　Ang61iqueには
Alidorという恋人がいるためPhylisが兄のためにいろいろと努力しても
思うようにことが運ばない。ところがAlidorはAng61iqueの愛情を重
荷に感じ，なんとかその束縛からのがれてもっと自由な生き方をしたいと
考えている。幸い彼の友人であるC16andreがやはりAng61iqueを恋し
ているのでその友人にAng61iqueをゆずろうと策をめぐらす。これが第
一のtromperieとなって現われる。
　彼はClarineという女性に宛てたにせの恋文を召使いのPolymasの手
からAng61queに渡す。　Polymasは主人を裏切り，　Ang61iqueにつくし
ているようなそぶりでAlidorに指示されたtromperieを実行するので
ある（AII，　SI）。
　それに追い打ちをかけるようにAlidorはAng61iqueに面と向って悔
辱を加える（AII，　sI）。　AlcidorはPolymasににせの手紙を届けさせたあ
とで何くわぬ顔でAng61iqueの前に現われる。　Ang61iqueは彼の裏切り
をなじるが彼はあくまでもとぼけて何が原因でそんなに腹を立てているの
かとAng61iqueに尋ねる。そこでAng61iqueは例の手紙を裏切りの証
拠としてつきっける。Alidorがその手紙を読んだあとも平然とした態度
をとり続けているのでAng61iqueはますますいきり立って彼を鉄面皮と
ののしり，自分を棄てるのはよいが自分を誹諦したり，その欠点をあげつ
らったりして新しい相手にこびるような卑劣はまねだけはしないでくれと
言う。それに対してAlidorはもっと本当のことを言えばいっそう腹を立
てることであろうと冷然と答える。怒りに身をふるわせながらAng61ique
は手紙をひきさいてしまう。それをみたAlidorは彼女をからかう調子を
ますます強め，本当のことを書かれた手紙に腹を立てて破るならばついで
に鏡もこわしたらどうだとうそぶく。Ang61iqueも負けてはおられず，鏡
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は真実を教えても黙って教えてくれるし，逆に自分の欠点を救う手助けを
してくれると応酬する。
　Alidorと別れたAng61iqueはすっかり絶望の淵に沈み，投げやりな気
持になる（AII，　SIII，　Slv）。
　Ang61iqueの気持を知ったPhylisはこの機会を利用して兄のDoraste
をAng61iqueに受け入れさせようと考え，早速Dorasteを彼に好意的な
Ang61iqueの父のところへ行かせて，結婚の話をまとめさせる（AII，　sv）。
　漁夫の利をDorasteにさらわれたCl6andreはその事実をAlidorに
告げる。Alidorは友人のためにもうひとはだぬぐ決心をする（Am，　sIv）。
すなわちAlidorは憶面もなく再度Ang61iqueの前に現われ，先ほどの
冷たい仕打ちは彼女をためすためのfeinteであったと巧みに弁解して
Ang61iqueの怒りをしずめてしまう。Ang61iqueは思いつめた気持から
父親の言いつけに従ってDorasteと結婚する決意をしたことを後悔する。
そこでAlidorはAng61iqueにその晩もよおされる婚約披露の舞踊会の
席からそっとUtけ出してかけ落ちをすることをすすめる。これがAlidor
による第二のtromperieである（以上AI・1，　svl）。
　舞踊会をぬけ出して闇のなかに姿をみせたAngeliqueを待ちかまえて
いたAlidorはC16anteの結婚誓約書をあたかも自分のそれであるよう
な顔をしてAng61iqueに手渡す。　Ang61iqueはそうした誓約書は自分の
ためではなく両親に対して必要なものだから家にそれをおいてくるといっ
てもう一度家の中に入って行く。
　Phylisの方はAng61iqueの態度に不審をいだき，外へ出る彼女のあと
をつけるが途中で見失なってしまう。そしてAng61iqueがいったんなか
にひきかえしたのと入れ替わりに今度はPhylisが外に出る。　Ang61ique
の戻るのを外で待っていたAlidorはPhylisをAng61ique　と間違えて
仲間の手に渡して連れ去らせる。
　あとに残ったAlidorは仲間の手に渡したとばかり思っていたAng6－
liqueが目の前に現われたのをみてがくぜんとする。AlidorはAng61ique
になぜ戻ってきたのかと尋ねる。Alidorの様子から人違いが起こったこ
とをAng61iqueはさとる。そしていっまでもその場所にとどまっている
Alidorに不審をいだく。　Alidorは誘拐後の象の様子を見届けるためにそ．
うしているのだと弁明する（AiV，　sv》。
　そこへDorasteが現われる。　Ang61iqueは彼の姿をみて逃げようとす
るがつかまってしまう。そこでやむなく自分の本当の気持を卒直に打ち明
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ける。ところがAng61iqueが自分の部屋においてきた誓約書がいつの間
にかDorasteの手に渡っていて，　Alidorのペテソが明らかになる。恋人
の再三の裏切りに傷つけられたAng61iqueは僧院に入る決心をする（Alv，
SVII）。
　一方Cl6andreの方はPhylisに求婚せざるをえない羽目となり，Phylis
の方も両親の承諾を条件にCl6andreを受け入れる。　Dorasteの方は，約束
は手に入れても心を手に入れることはできないAng61iqueをあきらめる。
その後AlidorはAng61iqueのもとへ戻る決心をし，　DorasteやPhylis
も彼Dために口そえするがAng61iqueは決意を変えない（Av，　slll，　svH）。
しかしAng61iqueの束縛をはなれて自由に生きることを一番望んでいた
AlidorにとってAng61iqueが決意を変えない方がむしろ本望であって，
AV，　SVIIIでは愛より自由を尊重し，愛が自由を束縛するときには愛を
拒絶するというAlidorの生き方が示されてこの劇は幕を閉じる。
　Alidorはしばしば愛の誠実と友情とのジレソマや愛と自己の信条との
ジレソマに悩むが（Alv，　sI，　sv；Av，　slll），きわめて自己本位な性格の持
主であるAlidorにおけるこうしたジレソマは大変そらぞらしくきこえる。
　この劇はtrompeurのAlidorに対してAng61iqueが終幕近くまで
tromp6eの位置におかれ続けるのであるからその意味で分類の②に属する。
AlidorはPhylisとAng61iqueを間違えて第二のtromperieに失敗し，
あげくの果てには結婚誓約書のからくりまでDorasteによってあばかれ，
さらにまた最後にもう「度Ang61igueの心がえられると甘く考えていて
彼女の拒絶に会うのであるから，それらの点からみるとtrompeur　tromp6
となっtEようにみえるが，　Ang61iqueからのがれることがAlcidorの究極
の目的であり，結局その目的が達せられる以上はtrompeurとして位置づ
けられなければならない。
　DorasteやPhylisは，　Alidorの最初のtromperieの結果生じたAng6－
liqueの心のすきをとらえて彼女にDorasteとの結婚を承諾させるので
あるから，その点ではAlidorやC16anteに対して一時的にtrompeursの
立場に立っが，Alidorによる第二のtromperieが一応実行されたあとに
ようやく偶然の契機でそれに気付き，したがってAng61iqueの心変わり
もそれまで知らずにいたのであるから，結局はtromp6sの立場からぬけ出
してはいない。第二のtromperieにおいてはAng61iqueもDorasteや
Phylisに対してtrompeuseの立場に立つ。
　C16anteとPhylisとはAlcidorによる第二のtromperieが失敗した結
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果，こと志に反して結婚するようになるのであるから，この意味でも二人
はtromp6sである。ただしCl6anteは二つのtromperieの共犯者である
から，単なるtromp6ではなく，彼の場合だけはtrompeur　tromp6であ
る。このようにしてこの劇には部分的に④の要素が含まれていることにな
る。
　⑥L’lllusion②，④「
　劇中劇のなかでさらにtrag6dieが演じられるというこの劇の三重の構
造からみれば真のtrompeurは作家で，　tromp6sは観客ないしは読者だと
いうことになる。しかし具体的な登場人物に則して言えば，trompeurは魔
術師のAlcmdreで，　tromp6はClindorの父親であり，勘当した息子の
行く末を案じてAlcandreのところへ相談に来たPidamantである。
　劇中劇の中心はIsabelleとClindorの恋であるが，この二人に対して
Matamoreはtrompeurとなることはできない。なぜならMatamor6を
愛していないIsabelleには弁舌は一向に効を奏さないし，　Clindorの方は
Matamoreの実体を知っているからである。　ClindorはIsabelleとのあ
いびきの現場をMatamoreにみつかっておどかされるが，　Clindorはその
虚勢の皮をはいで逆にMatamoreをおどしつけるのである。
　MatamoreがtrompeurになりうるのはIsabelleへの求婚者である
Adrasteと，　Adrasteを娘に押しっけようとするIsabelle父親G6ronte
に対してだけである。
IsabelleのSuivanteであるLyseもClindorを愛している。彼女はClindor
にふられた腹いせにAdrasteの嫉妬を利用してClindorに対する復讐を
企てる。その点でtrompeuseのLyseに対してAdrasteとClindorは
tromp6sとなる。
　決闘の結果ClindorはAdrasteに傷を負わせ，　Clindorは投獄され，死
刑の宣告を受けるが，この危機からは彼をそこまで追い込んだLyseによ
って救われる。したがってLyseは徹底したtrompeuseとはなれない。
Lyseは彼女を愛している牢番としめし合わせてClindorを助け，　Clindor
はIsabelleと，　Lyseは牢番とかけ落ちをする。
　ClindorはTh6ag色neと名を変え，　IsabelleはHippolyteと名を変え
る。Th6agさneはFloriame王の妃を愛するようになってHippolyteを
棄ててしまう。ある晩Th6agさneが王妃に会おうとした矢先にHippolyte
が現われてTh6agさneを激しく非難iする。　Th6agさneは妻のあまりにも
深い悲しみを前にして前非を悔いて姦通をやめることにするが，ときすで
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におそく，Floriameの家来たちがやって来てTh6agさneはその場で殺さ
れ，それをみたHippolyteも絶望のあまり命を絶つ。
　この血なまぐさい光景をみたPidamantは息子夫婦の悲惨な運命にすっ
かり驚いてしまうが，やがてAlcandreの説明によってそれが役者となっ
たClindorとIsabelleが演ずる芝居の一幕であることがわかる。
　7．Le　Menteur．②
　八回にわたるDoranteのmenteriesを中心に展開されるこの劇にあっ
てはtrompeurの立場に立っものは当然Doranteであり，それに対して
Clarice，　Lucrさce，　G6ronte，　Alcippeがtromp6sの立場に立ち，　Dorante
の下男Clitonさえしばしばtromp6の立場に立たされる。　Doranteの
menterieの影響をほとんど受けず，的確iな情報をいち早く手に入れてい
るということもあって常々さめた意識をもっているのはDoranteと
Alcippeの共通の友人であるPhilisteだけである。
　ClariceとLucrさceは前者のSuivanteであるIsabelleの才覚でDorante
に対してtromperieを行なうし，またDoranteは最初からClariceを
Lucrさceだと思い込んでしまうし，また彼のmenterieは底の浅いもので
あるからすぐにばれてしまうことが多く，結局ばれるばれないのいかんを
問わず，そのmenteriesはClariceに対してもAlcippeに対してもまた
G6ronteに対しても結果としてはむしろマイナスに働くからこれらの点を
綜合するとDoranteはtromp6ないしはtrompeur　tromp6の立場に立
たされるようにみえるが，一個のmenterieから生じた危機を脱するため
に別のmenterieを積み重ね，　Clariceのtromperieに対してはそれがわ
かったときにはむしろそれを積極的に逆用することを考えつき，究極的
には自分にとって一番望ましい目的を達成してしまうのであるから，
Doranteの立場はあくまでもtrompeurとして位置づけられなければなら
ないであろう。
　この劇は結局三っのcyclesにわけて考えることができる。
　1e「cycleはle「e　menterieを中心として展開し，2e　cycleは2e　menterie
を中心に進展し，3e　cycleはClariceのtromperieを軸に発展する。そ
して1e「cycleと3e　cycleは8e　menterieにおいて合流する。さらに1e「
cycleと3e　cycleにはDoranteの父親G6ronteりClarice訪問という共
通の要素が含まれる。
　1e「　c夕cleの中心となり，発端となるlb「e　menterie（A・，　sm）はDorante
からClariceになされるものである。　PoitiersからParisに出てきた
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Doranteは下男のClitonとこれからの生活などを話し合いながら街を散
策している途中で，ものにつまついて倒れそうになったClariceを助け起
こしたことがきっかけとなってClariceと話を交わすようになる。Dorante
は四年間ドイツの戦場で戦ったguerrier　vaillantとして相手に自分を売り
込む。そして一年前から彼女と同じ界隈に住んでいたが昨夜ここを通りか
かってClariceの姿をみてから一目で恋に陥り，軍人としての栄誉も棄て
る気になってしまったと口から出まかせのうそを並べてClitonをはらは
らさせる。ClariceにはAlcippeという恋人がすでにいる。　Doranteと話
している最中にAlcippeの来るのをみたClariceは急いでその場を去る。
　DoranteのうそはやがてAIII，　SIIIでClariceにばれてしまうが，
その前にDoranteの父親G6ronteがClariceを訪問する（AII，　sl）．す
なわちG6ronteは自分の息子をClariceと結婚させたいというのである。
　すでに意中の人のあるDoranteは父親から結婚の話を聞いたときに相
手がClariceであることは知らないから巧みなうそをついて急場をしのこ
うとする。それが3e　menterieである（A・1，　sv）．すなわちDoranteは父
親に向かって自分はすでによんどころない事情があってPoitiersで秘密
に結婚した相手があるというのである。結婚にいたる経緯をっぶさに聞い
たG6ronteはその結婚を許し，なぜもっと早く打ち明けてくれなかった
のだと言う。
　やがてAIV，　SIVでDoranteは父親から結婚した相手の娘の父親．eこ
結婚承諾の手紙を書くからお前も書けと言われ，さらに，一刻も早く花嫁
に会わせるようにとせがまれて窮地に立っ。
　それを切り抜けるために6e　menterieをG6ronteに述べる。すなわち
Doranteは彼女がすでに妊娠しているからすぐには会わせるわけには行か
ないというのである。気の好い父親はその話を聞いていっそう喜び，自分
の気持を娘の父親にもぜひ知らせたいからもう一度娘の父親の名前を教え
るよ．うにと言う。どころがDoranteは前に言った名前とは違った名前を
口にしてG6ronteからとがめられあやうくうそがばれそうになるが，名
前が二つあるのだと言ってうまくその場をつくろう。G6ronteと別れた後
にClitonはDoranteに向かってうそをっくからには記憶力の方もしっか
りしていなければだめだとたしなめる（Alv，　sv）。
　G6ronteは息子の話を第三者から確iかめようとして息子の友人Philiste
にDoranteの言っていた娘のことやその父親のことを尋ねてみるが，
Philisteには全然そういう人物に心当たりがない。そこでG6ronteは
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Doranteから聞いたことの顛末の一部始終をPhilisteに語る。　Philisteは
その話を聞いて驚く。そしてG6ronteがそこまでDoranteの口からじか
に話を聞いているならそれ以上のこともDoranteの口からきけばはっき
りするであろうと答える。その上暗にDoranteの虚言癖をにおわせ，そ
の結婚話もあまり当てにならないことを暗示するのでG6ronteは怒り出
してしまう。そこでPhilisteはそのOrphiseとかいう娘を花嫁にすれば
先方もさぞ満足するであろうと皮肉たっぷりに言って立ち去る。Dorante
のうそをさとったG6ronteの怒りとなげきはAV，　SIIのmonologueに
おいて示される。
　AV，　SIIIにおいてG6ronteは早速Doranteの恥ずべきうそを責める。
Doranteは父親の面責に耐えかねて実はLucrさce（Clar五ce）という娘を愛
しているのだと告白する。ところがこの告白自体が7e　menterieであるこ
とがやがてAV，　SIVのClitonとの対話で明らかになる。　Doranteの告
白を聞いたG6ronteは今度は容易に息子の話を信じようとはしない。そ
こでDoranteはそれでは事実であるかどうかをClitonに聞いて’くれと懇
願する。G6ronteは息子以上にその下男のことばを信用しなければならな
いのかと慨歎するが，最後には折れてDoranteの話をきいてやる。そし
てもう一度うそだとわかったときには勘当するか，自分の手でDoranteを
殺すかすると宣言し，その足でLucrさceの家に結婚の申し込みをしに出
掛ける。
　父親と別れたあとで，DoranteはClitonに向って本当はLucrさce
（Clarice）ではなくその連れの女性（Lucrさce）の方に心をひかれるように
なっているのだと告白し，父親ec語った告白が本当のものでないことを告
げる。Clitonはたび重なるDoranteのうそにあぎれる。　Doranteは父親
の怒りをしずめるにはあれ以外に方法がなかったのだと弁明する。しかし
父親に話してしまった以上今さら相手を変えるわけには行くまいと結局の
ところあぎらめる。Doranteとしては父親に結婚話を持ち込まれてとっさ
に思いっいた例のmariage　feintがばれなければその間に時間をかせいで
ClariceとLucrさceのどちらがよいかをじっくり選択しようと考えていた
のである（以上Av，　Slv）．
　2e　cycleはDoranteがAlcippeならびにPhilisteという二人の友人
に対して語る2e　menterieすなわちCollation　sur　Peauの話（AI，　sv）か
ら出発する。
　AlcippeとPhilisteは前夜水上で行なわれた音楽つきの夕食会のこと
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を話題にしながらやって来る。二人はその夕食会の主催者がだれであるか
わからないので特にそのことを問題にしている。Doranteは二人の話をす
っかり聞いてしまったあとで二人のなかに割って入る。旧知の三人は互に
あいさつを交わす。Doranteは今彼らが話していた話題の要点を一っ一っ
もう一度確かめてからその主催者が実は自分であったとうそをつく。そし
て彼らに対しては一カ月前にパリにやって来たことにし，昼はあまり外出
しないが，夜はよく社交上の集まりに出掛け，すでに恋人もできたと語る。
そしてCollation　sur　Peauの模様を誇大にとおとおとしやべりまくる。
　AlcippeはPag6の報告から恋人のClariceがその夕食会に出掛けたも
のと思い込んでいたため，Doranteの話の様子から恋人をDoranteにと
られてしまったと考えるようになり，Doranteと別れたあとでPhilisteに
向って自分は嫉妬のあまり死ぬ思いだと告白する。冷静なPhilisteは詳
細な点ではわれわれの知っていることとくい違うから嫉妬するにはおよば
ないと慰めるが，Alcippeは時間と場所が合っていればその他の違いは問
題にならないとPhilisteのことばを受けっけない。
　Alcippeはその足でClariceのところへ出掛け，　G6ronteがClariceを
訪問したことと合わせてClariceの不実を責める。　ClariceはCollation
のことは自分の全くあずかり知ら　ことであるし，G6ronteの訪問は古く
からの知人であるから別IC問題とすべき特別なことではないと弁明する
（AII，　SIII）．
　Alcippeはそうした弁明に耳をかすどころかそれを聞いてますますいき
り立ち，Doranteとの決闘を決意する（AII，　slv）。二人の決闘はPhiliste
がなかに入って引き分けに終わる。Doranteは改めてどういう理由で
Alcippeが決闘をする気になったのかと尋ねる。　AlcippeはDoranteがし
らばっくれているという考えをいぜんとして棄ててはいないが，一応その
理由を説明する。Doranteはそれに対してあくまでも自分を疑うならそれ
もよいが，一応自分の話もきいてくれと言ってCollation　sur　Peauの対
象となったものは既婚の婦人でAlcippeの知らない女性だと説明する。
これが4e　menterieである。それでAlcippeもようやく納得して二人は
和解する。Doranteは人を疑う前にもっと慎重になれとAlcippeに忠告
する（以上AIII，　SI）．
　AlcippeはDoranteに対する疑念が一応晴れたものの，　Clariceを
Collationに招いたのはだれかという疑いにはいぜんつきまとわれて悩んで
いる。そこですでにことの経過をよく知っているPhilisteがその間の事情
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をAlcippeに説明してやる。要するにPhilisteはAlcippeに疑いを起こさ
せる原因となったPageの報告がどういう点で誤解に基づいていたかを解
明してやるのである。すなわち，その日は丁度Hippolyteと　Daphin6
もLucrさceの家に夕食に来合わせていて，　Clari㏄がLucrさ㏄の家に入っ
たのをみたPageはほかに二人客が来ていることを知らなかったので，し
ばらくたってLucrさceの家から出てきた二人の女性をLucrさceとClarice
だと思い込んだのである。しかもHippolyteとDaphin6はネッカチーフ
で顔を包み，Lucrさceの馬車で出掛けたのだからPageの見間違えるのも
無理はない。そのような誤解に基づいて彼女たち二人がCollationに出掛
けたのをあとをつけて見届けたPageがAlcippeにそのまま報告したこ
とが誤解の原因となったのである。Philisteの説明によってAlcippeの
疑いは完全i・c晴れる。話のつv・でにPhilisteはDoranteが一カ月前から
パリに来ているというのは作り話で，Collationの主催者だというのもう
そであり，彼は昨日PoitiersからParisに来たばかりであると語って
DoranteのmenterieをAlcippeに知らせる。　Alcippeはうそに基づく
ものなら決闘においてあんなに勇敢にはなれないと言ってにわかに
Philisteの話を信じかねるが，やがてすべてを納得する（以上AIII，　sII）。
　一方DoranteはClitonに向って決闘のことを誇大に話し，　Alcippeを
死に至らしめたと報告する。これが5e　menterieである（Alv，　s・）。とこ
ろがそこへAlcippeが現われて彼のmenterieはたちまちばれてしまう。
Doranteは特効薬poudre　de　sympathieのおかげでAlcippeは死の淵か
ら生き返ったのだと弁明する。Alcippeはようやく彼の父親がやって来て
Clariceとの結婚話が整ったと彼らに報告する。
　3e　cycle．ここでの中心になるClariceのtromperie（AII，　sll）には，そ
れと深く関連する二つの事柄が先行する。一っはすでに述べたG6ronte
のClarice訪問（AII，　sl）であり，これがtromperieの直接の原因とな
る。第二のものはClariceと識り合いになったDoranteがClariceの名
前をLucrさceであると思い込んでしまうことである（Ai，　slv）．　Clarice
のtronlperieはDoranteの思い違いをいっそう強める働きをする。
　さてClariceによるtromperieとはどのようなものであろうか。これ
はIsabelleの発案になるもので，　Lucrさceの協力をえて行なわれる。
G6ronteはDoranteをClariceの家の下に長い間ひきとめておくからそ
の間じっくり観察してくれと言ったが（AII，　SI），　G6ronteの提案を受け
入れたClariceは外観だけではその人物の中味がわからないと悩む。
110
53
Clariceはつぎのように言う。
　Le　dedans　paroft　mal　en　ces　miroirs　flatteurs；
　Les　visages　souvent　sont　de　doux　imposteurs：
　Ωue　de　d6faut　d’esprits　se　couvrent　de　leurs　graces，
　Et　que　de　beaux　semblant　cachent　des盒mes　basses！
Voltaireはこのせりふを若い娘のことばとしてはできすぎていると批判し
た。その当否は別にして，要するにClariceはAlcippeの嫉妬を招かぬや
り方でなんとか相手の男とことばを交わしてその人物の内容を直接自分で
確かめたいと考えるのである。そこでIsabelleは一計を案じ，　Clariceの
親友であり，まだ恋人がいないから変なやきもちをやかれる心配のない
Lucrさceに助力を頼んで彼女の名前で相手に手紙を書き，今夜彼女の家の
窓からLucrさceになりすませて相手の男と話を交わしたらどうかとすすめ
るのである。この巧妙な策略にClariceは大賛成で，喜んでIsabelleの意
見にしたがうことにする。
　ところでAlcippeという恋人がすでにおり，彼の父親が上京してくれ
れば結婚の契約をする仲になっているのになぜDoranteと会う気に
Clariceはなったのかと言うと，それはAlcippeが結婚をくずくずとひき
のぽしているのでそれに耐えられなくなり，新しい相手がAlcippeよりも
すばらしけれぽそれに乗りかえようという気持なのである。このようにふ
たまたをかけているのでClariceはいっそう慎重にならざるをえなかった
のである。
　ところでDoranteがClariceとその家の下で会って話を交わすまでに，
Clariceはすでに相手の男がすでに一度ことばを交わしたことのある
Doran　teであることや，そのペテソ師ぶりをmariage　feintを含めて知っ
てしまっているので，Doranteと会ったときには散々彼に求愛のこばを言
わせてから，そのあとでおもむろに例のmar玉ageの問題を持ち出して
Doranteを責めるのである。それに対してDoranteはClarice以外の女
性とは結婚したくないからそういううそをついたのだと弁明して防戦に努
めるのである（以上AII，　sv）
　この会見はDoranteの思い違いをいっそう強めることになるがtその
結果，DoranteはLucrさceのfemme　de　chambreであるSabineを買
収して自分の手紙をLucrさceに届けさせ，さらにその後Alcippeの父親
が上京してClariceとAlcippeとの婚約が整うといった事情も手伝って
Lucrさceの気持は次第にDoranteにかたむき，ついにはDoranteの気
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持が信用できるものであることがわかれば彼の求愛を受入れるつもりであ
ることがSabineの口からDoranteに伝えられる。
　その後ふとした偶然から自分がClari㏄のことをLucrさceだと思い違い
をしていたことがDoranteにわかったときには彼の気持はすでにClari㏄
からLucrさceに移っているから，　ClariceのtrolnperieはDoranteにと
って何の支障もきたさない。それどころかDoranteは自分がClariceの
tromperieにだまされていたことなどはおくびにも出さず，むしろその
tromperieを積極的に逆用し，　Lucrさceに対する恋を正当化するのである。
すなわちDoranteは自分がもともと愛していたのはLucrさceの方であっ
たが．彼女がClari㏄と共謀して自分をだまそうとしているのを知り，
Lucrさceを苦しめるためにClariceに恋するふりをしていたのだと弁明す
るのである。Lucrさceはもとよりそうした弁明をにわかには信じないが，
すでにG6ronteがLucrさceの家にDoranteとの結婚のことを話vc行っ
ているので，Doranteはそのことを持ち出してLucrさceを説得する。結局
ClariceはAlcippeと，　DoranteはLucrさceと結婚することになる。
　Doranteのmenterieは彼の生れもった性癖であり，その点でこの作品
は一個の性格喜劇となるが，Doranteはそうしたmenterieの効用につい
てClitonにっぎのように語っている。
　すなわち，Doranteにとってment6rieは女性に近づき，その心をうる
ための有効な方法なのである。それがばれたときにはどうするのかという
Clitonの反問に対しては，そのときにはすでに女性との接近という目的を
果したあとであるから二人が共同すればそれによって生ずる危機はなんと
か回避できると答え，Clitonよりは自分の方がその点で役者がはるかに
上であると自慢するのである（以上AI，　SVI）．
　8．La　Suite　de　Menteur①④
　これは前作でLucrさceと結婚することになったDoranteの後日謬であ
る。
　Doranteのmenterieが五回にわたって示されるが，今度の場合にはそ
れはむしろDoranteにとってプラスとして働くのである。
　Doranteはある事情でLyonの牢獄にとじこめられている。そこへよう
やくDoranteの行方を探し当てたClitonが訪ねてくる。二人の対話を
通してDoranteがLucrさceと婚約したあとのいきさつやDoranteが投獄
された原因が明らかになる（Ai，　SI）．
　DoranteはLucrさceとの結婚直前に自由を束縛されるのを嫌って金を持
108
ち出してイタリァに逃亡する。一一週間経ってもDoranteが帰らないので
大さわぎになる。G6ronteはLucrさceの名誉を救うために自分が彼女と
結婚し，そのあとで自殺をとげる。Doranteはローマで父の言ト報に接する。
Lucrさceは自暴自棄になってDoranteの家のものをみな売り払い，彼の家
はめちやめちやになる。
　恋のさや当てがもとでイタリアにいられなくなったDoranteは再びフ
ランスに戻り，Lyonの近くに来たときに決闘を目撃する。仲裁に入ろう
と急いで現場にかけっけたところ，決闘をしている二人の男もじやまの入
らないうちに勝負のかたをっけようと急ぎ，一方が重傷を負う。かけつけ
たDoranteが負傷老の手当てに気をとられているうちにもう一人’の方が
Doranteの馬をうばって逃亡し，　Doranteは死んだ負傷者とそこにとり残
される。やがて巡査がそこに現われてDoranteは殺人の現行犯として逮
捕される、，
　二人が話しているところへLyseという名前のServanteがDoranteを
訪ねてくる。彼女はある女性から頼まれたといって金をそえた恋文を持っ
てくる。その手紙の内容は牢獄に連れて行かれる途中のDoranteをみて
彼に恋するようになったというもので，できるだけ早く出してあげたいと
思うが，さしあたり金が必要だと思うからそれをそえておくという内容の
ものである。LyseはどんなにDoranteからきかれてもその手紙の差出人
の名前を明かそうとしない（以上AI，　SII）．
しばらくして今度は一人の男が警部に連れられてDoranteの前に現われ
る。その男の名前はC16andreといい，決闘で殺された男とはライヴァル
関係にあり，しかもDoranteが自分の無実を主張しているところから容
疑がかけられて面通しのためにDoranteの前に連れてこられたのである。
　Doranteはその男顔をみて驚くが，警部にはその男は犯人ではないと証
言する。これが1と「ementerieである。警部は仕方なくC16andreを釈放
し，Cl6andreはDoranteの寛大さに感謝する（Ai，　slv）。
　Doranteはなぜ偽りの証言をしたかについてつぎのように説明している。
　C’est　lui，　mais　il　n’a　fait　qu’en　homme　de　courage；
　Ce　seroit　lachet6，　quoi　qu’il　puisse　arriver，
　De　perdre　uu　si　grand　cceur　quand　je　puis　le　sauver．（A，，　slv）。
　J’ai　vu　sur　son　visage　un　noble　caract彦re，
　gui　me　parlant　pour　lui，　m’a　forc6　de　me　taire・
　Et　d’une　voix　connue　entre　des　gens　de　cceur
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　M’adit　qu’en　le　perdant　je　me　perdrois　d’honneur：
　J’ai　cm　devoir　mentir　pour　sauver　un　brave　homme（AI，　svl）．
　前者は低く自分につぶやいていることばであり，後者はClitonに向っ
て言っていることぽである。
　これだけではDoranteがなぜ自分を罪に陥れた男をかばったかという説
明としては十分ではないし，これらの理由はどちらかと言えば不自然であ
るが，しかしDoranteの直観は結果的には間違っていなかったのである。
　なぜならCl6andreは決闘の現場からのがれたあとで自分のために一人
の男を罪に陥れたことを悔み，なんとかその男を救おうと考え，とりあえ
ず妹のM61isseに事情を打ち明けて助力を求め，彼女の手からServante
のLyseを通して慰めの手紙と金とを届けさせることにしたほどだからで
ある。この間の事情はAILSIで明らかになる。
　Doranteの寛大な行為に感激したC16andreは早速妹にもそのことを報
告し，自分もこれから友人たちを動員して彼の救出に最大限の努力を払う
からM61isseにも今後ともDoranteを慰める努力をいっそう続けてくれ
るように頼む（AII，　SII）。
　DorallteがLyseに託した返事の手紙やLyse自身の報告からM61isse
はすっかりDoranteに心をひかれるようになり（AI，　SI），これまでつき
合っていたPhilisteの影もうすくなり，Doranteの気持をさらによく確め
るために自分の肖像をLyseに持って行かせて，それに対するDoranteの
反応から彼の心の動きを探ろうとする。もしすぐに返すようならあまり望
みはないし，もし口実を設けてなかなか返さないようならDoranteの恋
にいつわりはないと考えるのである（以上AII，　Sm）。
　M61isseの計画通りDoranteはLyseがその胸にさげている肖像に目を
とめ，それをLyseから取り上げてしげしげとながめ，肖像の主の美しさ
をほめそやす。そしてその肖像が主がだれかとLyseに尋ねる。　Lyseはそ
れが彼女の女主人であると答える。DoranteはLyseの懇請にもかかわら
ずなかなかそれを彼女に返そうとはせず，彼女がそれからそれをorfさvre
のところへもって行くのだいう話を聞いて，この牢獄に丁度うでの良い
orfさvreがいるからと無理矢理それをあずかってしまう（AI・，　sm）。
　再びDoranteのもとを訪ずれたCl6andreにDoranteはその肖像をみ
せてその女性がだれであるかを尋ねる。Cl6andreはそれをみて驚くが，
何くわぬ顔でそんな女性は知らないと答える。しかし叡に帰ってから肖像
を相手に与えるということは結婚の承諾を与えたようなものであって，ま
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だ一度も会ったことのない男になぜそんな軽卒なことをするのかと妹を責
める。しかしM61isseはC16andre自身がダイヤなど贈ってDoranteをな
ぐさめるようにと言ったからそのダイヤが一番っいている肖像を贈ったの
だと弁明し，自分の身を棒げて兄のために尽くそうとしている自分の兄妹
愛に文句をつけるのかと反撃する（AIv，　SII）。
　DoranteはPhilisteの尽力で釈放されることになる（AII，　slv；AIII，
sl，　slv）。　C16andreはPhilisteが’・・ろいうと奔走しているので自分の出
る幕がなくなったことを残念がり，釈放のあかっきにはぜひ自分の家に来
て歓待を受けて欲しいと懇請する（AIII，　sI）。　Philisteが釈放の知らせを
もってDoranteを訪ずれたときに丁度M61isseも来合わせていてお互に
鉢合わせしそうになる。Philisteはこれまで一応恋人の立場にあった人物
であるからM61isseは彼との出合いを避ける。しかし女性の訪問客のあ
ったことには気付いていたPhilisteは今の女性が誰であるかをDorante
に尋ねる。Doranteはイタリアで親しくなったlingさreだとうそをっく。
これが3e　menterieである。　PhilisteはDoranteの相変わらずの艶福ぶ
りを冷かす（以上AiV，　SI）。
　出獄後のDoranteをPhilisteはLyonの街のあちこちに案内し，あげ
くの果てにはDoranteが迷惑がるのもかまわず彼が恋人と出会う場所ま
でついてくる。そしてDoranteはPhiliste自身の口から彼の恋人が
M61isseであることを知って驚く。しかし同時にPhilisteがまだ確実に
はM61isseの心をっかんでいないということも知る（A・v，　s・v）。
　やがてその場所に姿をみせたM61isseは暗闇のなかでPhilisteをDo－
ranteだと思い込んで愛のことばをささやく。これまでどちらかというと
Philisteに対してつめたかったM61isseが急に態度を一変したのでPhiliste
は面くらう。二人の様子をみたClitonは気転を利かせて賊におそわれたふ
りをして大声をあげる。PhilisteとDoranteはやむなく現場へかけつける。
ところがDoranteはさっさと一人で元の場所へ戻って来てM61isseと会
う。そして彼女に三人の賊をみね打ちで追い払ってきたと報告する。これ
が4e　menterieである。　DoranteはM61isseに向ってPhilisteをうらや
む。M61isseはDoranteのことばを不審に思うが，やがて自分がPhiliste
をDoranteと間違えて愛のことばをささやいたのだと言うことがわかり，
改めてDoranteに愛の告白をする。やがてM61isseは明日C16andreの
家で会うことを約してその場を去る（以上AiV，　sv，～VI）。
　やがてPhilisteが戻ってくる。彼はDoranteが先に戻っているのをみ
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て驚く。Doranteは地理不案内だから元の場所に戻ればPhiliSteに会える
と思って戻ってきたのだと弁明する。そして何くわぬ顔でClitOnをおそ
った暴漢たちの様子を尋ねる。PhilisteはClitonがかわらの上に倒れてい
るのをみただけだと述べる。そこへClitonが帰って来て一部始終を報告
する。Philisteは二人のうそにすっかりだまされる。これらがDoranteに
とっては5e　menterieとなる（Aiv，　svll）。
　DoranteはM61isseの愛はえたもののやがてPhilisteに対する友情と
恋とのジレソマに立たされて悩む。その悩みを解決するためにいさぎよく
身をひこうと決意し，Clitonに旅仕度を命ずる（A・v，　sv…，Av，　s・1，）。
　そこへM61isseが現われDoranteが旅仕度をしているのをみて驚く。
M61isseからわけを聞かれたDoranteは自分の苦しい立場を彼女に訴え
る。しかしM61isseの方は苦労なしにえられた恋だからそれを持続させる
値打ちがないと考えているのであろうと言ってDoranteを非難する。
　M61isseがなげき悲しんでいるところへPhilisteがやってくる。　M61isse
の様子をみて驚く。M61isseはすべてをPhilisteに語ろうとするので
Doranteが懸命vcそれを押しとどめようとする（Av，　slv）。そこへC16－
andreが現われ，やはり妹のただならぬ様子をみて驚きそのわけを尋ねる。
M61isseはPhilisteとC16andreにDoranteとの愛を告白する。しかし
彼女は兄の迷惑にならないようにそうなった経過ははぶいて結果だけを報
告する。このような状況のなかでCl6andreもついに自分の犯した罪に口
をつぐんではいられなくなり，それをPhilisteに告白してDoranteと
M61isseが恋仲になったいきさつを説明する。　Philisteはすべてを了解し
て身をひき，DoranteとM61isseは晴れて結ばれるようになる。　Cl6andre
の方もPhilisteのはからいで告発されずにすむことになる（Av，　sv）。
　この劇においてはDoranteはまずtromp6として現われる。彼の馬を
盗んで逃亡したC16andreがtrompeurの立場に立つ。しかしそれはr6cit
のなかでの出来事であり，いわば過去の出来事である。劇の現実の進展の
なかではCl6andre一はDoranteに対して犯した罪を後悔してなんとか
Doranteのために誠意をっくそうとしているのであるから，もはやtrompeur
ではない。兄に協力するM61isseも同様である。したがってDoranteも
tromp6ではなくなる。　Cl6andreが犯人であることを知りながらもその顔
に現われた「高貴な性質」のゆえに彼の罪を告発しなかった点を考えれば
なおさらである。
　しかしそれゆえに警部に対してはDoranteはtrompeurとなり，また
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Philiste’に対しても，　Clitonとともにtrompeurの立場に立つ。ところが
Philisteに対してはジレソマに悩まされたDoranteは一時自分の方から身
をひこうと考えたほどであるから，trompeurとしての立場を最後まで貫
いてはいない。このように考えるならぽ，Doranteと警部との関係を除け
ば，この劇の主要人物相互の間にはいわゆるtrompeurとtromp6との関
係はないと言えるのである。このようにしてこの劇は大筋においては分類
の①に属し，r6citの部分を含めて部分的には②の要素を持っ作品だとい
うことになる。
　以上の検討だけではまだ結論を出す段階からは程遠いが，ここで一応中
間的なまとめとしてPersonnagesの相互関係における両作家の相違と，
tromperieの手段という面に現われた両老の特徴に触れてっぎの段階に進
みたいと考える。
　trompeurとtromp6の問題はn（Eudの原因または中心となるobstacle
の問題としてとらえることができる。Moliさre劇におけるobstacleは青春
対老人の対立によって構成される場合が多い。barbonsが保護者，父親そ
の他の形をとって青春の前にobstacleとして直接立ち現われない作品は
Le　D6pit　amoureux，　Les　Pr6．cieuses　ridicules，　La　Critique　de　l’Escole
des　Femmes．　L’lmpromptu　de　Versailles，　La　Princesse　d’Elide，　Dom
Juan，　Le　Misanthrope，　Amphitryon，　Les　Amants　magnifiques，　La
Comtesse　d’Escarbagnas，　Les　Femmes　Sgavantes．である。しかしこれ
らの作品のうちでもLe　MisanthropeのNceste　et，宗教の仮面をかぶら
なければ何事もできなかったTartuffeと同様，柔軟な社会的適応能力を
喪失している点で精神的なbarbonである。　Les　Femmes　Sgavantesにお
いてもPhilaminteやBeliseのみならず，その仲間である若いArmande
も精神性信仰に身動きのとれなくなったbarbonである。
　このようにしてMoliさre劇では青春対老人という二大要素の対比効果に
よって劇のactionは鮮明な視覚性をもってよりダイナミックにd6noue－
mentに向って進行する。
　それに対してCorneilleの喜劇においてはobstacleは若いrivals同士
の対立によって構成され，L’111usionのMatamoreを除いて，青春対青春
の対立に終始するから⑳，微妙な心理の陰窮，La　Suivanteにおいて典型
⑳Le　Menteu・におけるG6ronteはもとよりのこと，　La　Suivanteにおける
　G6rasteさえquiproquoの結果一時的にobstacleなるにすぎない。
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的にみられるようなエスプリとイロニーをちりばめた愛のカジュイステッ
クが大きな比重を占めるようになり，それだけコミックは静的，言語的に
なり，視覚的対照の鮮かさを失う。
　このような特徴はtromperieの手段にも反映する。　Moliさre劇において
はL’Esoole　des　Marisに典型的にみられるようにquiproquo特にqui－
proquo　verbalがtromperieの手段のなかでひんぽんに用いられるが，
Corneilleの喜劇においては比較的少なく，特にそれがtromperieの手段
として意識的に用いられるのはLe　Menteurにおいてだけである。その
代わりにMoliさre劇にはないfeinteがひんばんに用いられる。これまで
しばしば用いてきたfeinteということばは，恋するふりをする場合だけで
なく，恋しないふりをする場合にも適用される。これは◎om6die　de　mceurs
の先駆となったPastora1の影響であり，青春対青春という対立から生まれ
る必然の結果でもある。
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